
令和元年度㸳月教育委員会議定例会議日程 

 

日 時 令和元年㸳月 23日㸦木㸧 

 午前㸷時 30分よࡾ 

場 所 ⏫民センタ࣮㸰Ａクラブᐊ 

 

㸯 開会ᐉ言 

 

㸰 署名委員の指名 

 

㸱 教育長務報告 

 

㸲 付議項 

㸦㸯㸧議案第㸳号 令和㸰年度宮⏫立小࣭中学校࡛使用すࡿ教科用図書の採択 

方針につい࡚ 

㸦㸰㸧議案第㸴号 学校運営協議会委員の委嘱につい࡚ 

㸦㸱㸧議案第㸵号 宮⏫小中一貫教育校設置計⏬(案)につい࡚ 

㸦㸲㸧議案第㸶号 令和元年度宮⏫一般会計補正予算㸦案㸧につい࡚ 

㸦㸳㸧議案第㸷号 学校給食センタ࣮配送車購入物品供給契約につい࡚ 

 

㸳 報告࣭協議項 

㸦㸯㸧各種補助金等交付要綱の制定につい࡚࣭࣭࣭資料Ｎｏ．㸯 

㸦㸰㸧令和元年度小࣭中学校学級編制及び児童生徒数につい࡚࣭࣭࣭資料Ｎｏ．㸰 

㸦㸱㸧宮⏫生涯学習センタ࣮㸦ラデン㸧20 周年記念業㸦案㸧࣭ ࣭࣭資料Ｎｏ．㸱 

㸦㸲㸧その他 

 

 㸨 次回教育委員会議予定 

 

㸴 閉会ᐉ言 











 

 

  



事業報告 㸦ᖹ成31ᖺ4月19日～令和元ᖺ5月22日㸧

月日 曜日 主な会議࣭行事等 開催場所 人数

4月24日 水 部活動ガイドライン担当者会 町民センタ࣮ 5

4月26日 金 小学校外国語活動研修会 町民センタ࣮ 59

5月9日 木 特ู支援教育担当者会 町民センタ࣮ 20

5月15日 水 町初任者研修会 町民センタ࣮ 4

5月16日 木 学校務連携会議 町民センタ࣮ 8

5月16日 木 宮町図書館࣭学校図書館連絡会議 教育支援室 14

5月17日 金 小࣭中学校校長会 役場 14

5月18日 土 宮西中学校体育祭 宮西中学校

5月22日 水 児童生徒安全対策協議会 町民センタ࣮ 26

事業予定 㸦令和元ᖺ5月23日～6月20日㸧

月日 曜日 主な会議࣭行事等 開催場所 予定人数

5月23日 木 総合教育会議 役場 11

5月24日 金 宮育英会理会 役場 9

5月25日 土 宮中学校ࠉ汐鳴祭体育の部 宮中学校

5月27日 月
ガラスのうさࡂ像ᖹ和と友情推進委員
会

役場 16

5月28日 火 人権教育担当者会 教育支援室 6

6月1日
～2日

土～日 小学校修学旅行 日光方面 217

6月3日 月 中学校英語教育研修会 宮中 9

6月8日 土 宮小学校ࠊ一色小学校運動会
宮小学校ࠊ一
色小学校

6月17日 月 学校務連携会議 町民センタ࣮ 8

6月18日 火 小学校外国語活動研修会 一色小 20

6月19日 水 心臓病ุ定委員会 役場 16

6月19日 水 小࣭中学校校長会 役場 11

6月20日 木
幼࣭保࣭小࣭中一斉避難訓練࣭引ࡁ取
り訓練

各園ࠊ町立学校

教育総務課事業報告



事業報告 㸦ᖹ成31ᖺ4月19日～令和元ᖺ5月22日㸧

月日 曜日 主な会議࣭行事等 開催場所 人数

4月24日 水 納入物資監査 給食センタ࣮ 8

5月8日 水 献立会議㸦ＰＴＡ㸧 給食センタ࣮ 8

5月16日 木 献立会議㸦給食担当者㸧 給食センタ࣮ 8

事業予定 㸦令和元ᖺ5月23日～6月20日㸧

月日 曜日 主な会議࣭行事等 開催場所 予定人数

5月29日 水 給食物資納入業務監査ࠉ 給食センタ࣮ 6

5月30日 木 新１ᖺ生保護者試食会 山西小学校 49

6月3日 月 新１ᖺ生保護者試食会 宮小学校 114

6月4日 火 献立会議㸦ＰＴＡ㸧 給食センタ࣮ 8

6月12日 水 献立会議㸦給食担当者㸧 給食センタ࣮ 8

6月18日 火 新１ᖺ生保護者試食会 一色小学校 26

学校給食センタ࣮



生涯学習࣭࣮࣏ࢫツ班

月／日 曜日 会 議 ࣭ 行 事 等 開 催 場 所 定員 参加人数

4/19 金
青少ᖺ環境浄化推進員委嘱式
環境浄化࣮ࣝࣟࢺࣃձ

ﾗﾃ㺼ｨ㺏㺻㺮㺎ﾃｨ㺻ｸ㺼ﾙ㺎㺯
㸰
⏫内

10人 7人

4/20 土 子も会指ᑟ者࣭青少ᖺ指ᑟ員合同研修会ձ
ンࢹࣛ
㺮㺎ﾃｨ㺻ｸ㺼ﾙ㺎㺯2

- 35人

4/25 木 ツ推進委員連絡協議会ղ࣮࣏ࢫ
ンࢹࣛ
㺮㺎ﾃｨ㺻ｸ㺼ﾙ㺎㺯1

20人 16人

4/28 日
青少ᖺ指ᑟ員連絡協議会主催事業
楽しく学ぼう野外炊事ࠖࠕ

一色防災ｺ㺮ｭﾆﾃｨｾ㺻
ﾀ㺎

- 11人

第7回　ࣛࣂ展㸦生涯学習ࣛ࣎ンࢸ自主企⏬㸧
ンࢹࣛ

展示ギャ࣮ࣛࣜ
- 500人

ࠖ！を作ろうࡾワ࣮の花飾ࣛࣇࢻࣈ࣮ࢨࣜࣉࠕ
㸦ࣛࣂ展同時開催㸧

ンࢹࣛ
展示ギャ࣮ࣛࣜ

- 11人

5/11 土
子もࢳャࣞンࢪ教室
ࢺゼンࣞࣉョンをࢩカ࣮ネ࣮ࡾ母の日講座　手作ࠕ
しようࠖ

ン　㺮㺎ﾃｨ㺻ｸ㺼ﾙ㺎㺯㸯ࢹࣛ 12人 10人

5/15 水 社会教育委員会議ձ ン　㺮㺎ﾃｨ㺻ｸ㺼ﾙ㺎㺯㸯ࢹࣛ 8人 8人

5/17 金 環境浄化࣮ࣝࣟࢺࣃղ ⏫内 10人 8人

5/19 日 子も会指ᑟ者࣭青少ᖺ指ᑟ員合同研修会ղ
ンࢹࣛ
㺮㺎ﾃｨ㺻ｸ㺼ﾙ㺎㺯2

- 33人

生涯学習࣭࣮࣏ࢫツ班

月/日 曜日 主࡞会議࣭行事等 開催場所 開始時間

5/23࣭
30࣭

6/6࣭13
木

ろうࠖ࡞ようࡿ話せ外国人ࠕのみや⏫民大学
㸦全4回㸧

ン　㺮㺎ﾃｨ㺻ｸ㺼ﾙ㺎㺯1ࢹࣛ 10:00

5/26 日 子も会࣮࣮ࣜࢲ研修会ձ 山西ᑠ学校 13:30

5/30࣭
6/6࣭
13࣭20

木
鎌倉彫体験ࠖࠕのみや⏫民大学
㸦生涯学習ࣛ࣎ンࢸ自主講座㸧ձ～մ

ンࢹࣛ
㺮㺎ﾃｨ㺻ｸ㺼ﾙ㺎㺯㸰

13:30

6/14 金 環境浄化巡回࣮ࣝࣟࢺࣃճ ⏫内 15:00

6/20 月 青少ᖺ指ᑟ員連絡協議会
ンࢹࣛ

㺮㺎ﾃｨ㺻ｸ㺼ﾙ㺎㺯㸯
19:15

5/11㸦土㸧～
12㸦日㸧

生涯学習課事業予定㸦令和元ᖺ5月23日～令和元ᖺ6月20日㸧

生涯学習課事業報告㸦ᖹ成31ᖺ4月19日～令和元ᖺ5月22日㸧



月日 曜日 主䛺会議䞉行等 開催場所等 参加者数等

4/19 金 わ䜙䜉うた䛷あそぼう䠄未就園児䛸そ䛾親䠅 䝷䝕䜱䜰ン和室
子䛹䜒㻞㻝 名
大人㻝㻥名

4/20 土 お䛿䛺し会䛸お䜚が䜏あそび 図書館お䛿䛺し䛾䜈䜔
子䛹䜒㻝㻟名
大人㻣名

5/1 水 修理ボ䝷ン䝔䜱䜰 ボ䝷ン䝔䜱䜰䝹䞊ム 㻟人㻠㻝冊

5/12 日 図書䝸サ䜲ク䝹コ䞊ナ䞊 図書館 㻞㻜㻡冊

5/15 水 ちいち䜓いお䛿䛺し会 図書館お䛿䛺し䛾䜈䜔
子䛹䜒䠓名
大人㻣名

5/15 水 修理ボ䝷ン䝔䜱䜰 ボ䝷ン䝔䜱䜰䝹䞊ム 㻢人㻠㻡冊

5/16 木 修理ボ䝷ン䝔䜱䜰 ボ䝷ン䝔䜱䜰䝹䞊ム 㻢人㻟㻥冊

5/16 木 託児サ䞊ビス 䝷䝕䜱䜰ン保育室 䠐人

5/16 木 宮町図書館䞉学校図書館連絡会議① 宮町教育支援室 䠍䠏人

5/17 金 わ䜙䜉うた䛷あそぼう䠄未就園児䛸そ䛾親䠅 䝷䝕䜱䜰ン和室
子䛹䜒㻞㻞名
大人㻞㻜名

5/18 土 お䛿䛺し会䛸お䜚が䜏あそび 図書館お䛿䛺し䛾䜈䜔
子䛹䜒䠕名
大人㻝㻝名

図書館
 䛾䜉㻝㻡人䠋
䛾䜉
㻝㻥時間㻟㻡分

月日 曜日 主䛺会議䞉行等 開催場所等 開始時間

5/25 土 大人が楽し䜐お䛿䛺し会 䝷䝕䜱䜰ン和室 䠍䠐䠖䠌䠌～

5/26 日 雑誌䝸サ䜲ク䝹コ䞊ナ䞊 図書館 䠍䠌䠖䠌䠌～

6/5 水 ブックスタ䞊䝖䠄子育䛶䞉健康課䛸共催䠅 保健センタ䞊 午後

6/5 水 修理ボ䝷ン䝔䜱䜰 ボ䝷ン䝔䜱䜰䝹䞊ム 䠍䠌䠖䠌䠌～

6/9 日 図書䝸サ䜲ク䝹コ䞊ナ䞊 図書館 䠕䠖䠏䠌～

6/12 水 ちいち䜓いお䛿䛺し会 図書館お䛿䛺し䛾䜈䜔 䠍䠌䠖䠌䠌～

6/15 土 お䛿䛺し会䛸お䜚が䜏あそび 図書館お䛿䛺し䛾䜈䜔 䠍䠐䠖䠌䠌～

6/18 火 ᖹ成㻟㻝ᖺ度第䠍回図書館協議会　 ボ䝷ン䝔䜱䜰䝹䞊ム 䠍䠌䠖䠌䠌～

6/19 水 修理ボ䝷ン䝔䜱䜰 ボ䝷ン䝔䜱䜰䝹䞊ム 䠍䠌䠖䠌䠌～

6/20 木 修理ボ䝷ン䝔䜱䜰 ボ䝷ン䝔䜱䜰䝹䞊ム 䠍䠌䠖䠌䠌～

6/20 木 託児サ䞊ビス 䝷䝕䜱䜰ン保育室 䠍䠌䠖䠌䠌～

生涯学習課業報告䠄ᖹ成 䠏䠍ᖺ䠐月䠍䠕日～令和元ᖺ䠑月䠎䠎日䠅

図書館班

書架整理ボ䝷ン䝔䜱䜰
䠄䠐䠋㻞㻜～䠑䠋㻞㻞　　活動日数　㻤　日䠅

生涯学習課業予定䠄令和元ᖺ䠑月䠎䠏日～令和元ᖺ䠒月䠎䠌日䠅

図書館班

※書架整理ボ䝷ン䝔䜱䜰䛾活動日䠖原則　毎週火曜日䞉土曜日　　䠕䠖䠏䠌～䠍䠓䠖䠌䠌



議案第５号 

 

令和２年度二宮町立小・中学校で使用する教科用図書の採択方針について 

 

令和元年５月２３日提出 

 

 

二宮町教育委員会 

教育長 森 英夫 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔提案理由〕 

令和元年度に二宮町立小・中学校において使用する教科用図書を採択するに当たり、

その方針を定めるために提案する。 

 



. 



令和㸰ᖺ度二宮町立ᑠ学校及び中学校࡛使用ࡿࡍ教科用図書ࡢ採択方針㸦案㸧 

 

 二宮町教育委員会ࠊࡣ神奈川県教育委員会が定ࡵたࠕᖹ成 32ᖺ度義務教育諸

学校使用教科用図書採択方針ࠖ則ࠊࡾ令和㸰ᖺ度使用ࡿࡍ教科用図書ࡢ採

択方針を定ࠋࡿࡵ 

 

㸯 採択権者ࡢ責任おい࡚ࠊ公明・適正を期ࠊࡋ採択ࠋࡿࡍ 

 

㸰 各発行者が作成ࠕࡿࡍ教科書編修趣意書 教科用ࠕࡢ神奈川県教育委員会ࠊࠖ

図書調査研究ࡢ結果ࠖ等を踏まえࠊ学習指ᑟ要領基࡙い࡚調査研究ࠊࡋ二

宮町教科用図書採択検討委員会ࡢ協議内容を参考ࠊࡋ採択ࠋࡿࡍ 

 

㸱 学校ࠊ児童・生徒ࠊ地域等ࡢ特性を考慮࡚ࡋ採択ࠋࡿࡍ 

 

㸲 ᑠ学校及び中学校ࡢ特別支援学級࡛使用ࡿࡍ教科用図書ࡘい࡚ࠊࡣ学習

指ᑟ要領定ࢀࡽࡵた各教科ࡢ目標や児童・生徒ࡢ発達ࡢ段階や障がいࡢ状

態及び特性応ࠊࡌ教育目標ࡢ達成上適切ࡢࡶ࡞を採択ࠋࡿࡍ 



 



 

 

 

ᖹ成 32ᖺ度義務教育諸学校使用教科用図書採択方針 

 

 

 神奈川県教育委員会ࠊࡣ義務教育諸学校ࡢ教科用図書ࡢ無償措置に関ࡿࡍ法

律㸦昭和 38ᖺ法律第 182号)第 10条ࡢ規定に基࡙きࠊᖹ成 32ᖺ度に義務教育

諸学校㸦学校教育法㸦昭和 22ᖺ法律第 26号㸧におい࡚規定ࡿࡍ小学校ࠊ中学

校ࠊ義務教育学校ࠊ中等教育学校ࡢ前期課程並びに特別支援学校ࡢ小学部及び

中学部をいうࠋ以下同ࠋࡌ㸧におい࡚使用ࡿࡍ教科用図書㸦学校教育法第 34条

第１項㸦同法第 49 条ࠊ第 70 条第１項及び第 82 条におい࡚準用ࡿࡍ場合を含

市ࠊい࡚ࡘ㸧にࠋࡌ以下同ࠋ教科用図書をいうࡿࡍ及び附則第９条に規定(ࠋࡴ

町村ࡢ教育委員会並びに国立及び私立ࡢ義務教育諸学校ࡢ校長ࡢ行う採択に関

ࡢ市町村立ࡿ教科用図書採択地区内におけࠊにࡶととࡿࡵ基準等を定ࡢそࠊࡋ

義務教育諸学校におい࡚使用ࡿࡍ教科用図書ࡢ採択方法にࡘい࡚ࠊ神奈川県教

科用図書選定審議会ࡢ答申に基࡙きࠊ次ࡢとおࡾ定ࠋࡿࡵ 

 

 

参考



 

 

  



 

 

- 1 - 

 

 

㸯 ᖹ成 32 ᖺ度義務教育諸学校࠾い࡚使用する教科用図書の採択つい࡚  

(1) ᑠ学校ࠊ中学校ࠊ義務教育学校ࠊ中等教育学校ࡢ前期課程ࠊ並ࡧ特ู支援学校ࡢᑠ学部

中࣭学部࠾い࡚使用ࡿࡍ教科用ᅗ書ࠊࡣ学校教育法附則第９条ࡢ規定ࡿࡼ教科用ᅗ書㸦以

ୗࠕ一般ᅗ書㸦特ู支援学校࣭学級用㸧ࠖいうࠋ㸧ࢆ除ࠕࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡁ教科書目録㸦ᖹ

ᡂ 32 ᖺ度使用㸧ࠖⓏ載࡚ࢀࡉいࡿ教科書ࡢうࡽࡕ採択ࠊ࠾࡞ࠋࡇࡿࡍ一般ᅗ書㸦特ู

支援学校࣭学級用㸧ࡢ採択ࠊࡣ毎ᖺ度ࠊ新࡞ࡓᅗ書ࢆ採択ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

(2) 教科用ᅗ書採択地区㸦以ୗࠕ採択地区ࠖいうࠋ㸧ࡿࡅ࠾教科用ᅗ書選定審議会等(以ୗ

種ࠊい࡚࠾結果ࡢ審議ࡢい࡚ࡘ採択ࡢ教科用ᅗ書ࠊࡣ諮問機関ࡢ(ࠋいう審議会等ࠖࠕ

目ࡢࡈ種類ࢆ絞ࡾ込ࡢ࡚ࡍࠊࡃ࡞ࡇࡴ調査研究ࡢ結果ࢆ報告ࠋࡇࡿࡍ 

(3) 複数市⏫ᮧ࡛採択地区ࢆ構ᡂࡿࡍ場合ࠊ当ヱ採択地区ෆࡢ市⏫ᮧ教育委員会ࠊࡣ༠議ࡼ

༠議会㸦以ࡢࡵࡓ行うࢆい࡚༠議ࡘ採択ࡢ教科用ᅗ書ࠊ࡚ࡵ定ࢆ規約ࡿࡍ関組織や運営ࡾ

ୗࠕ採択地区༠議会ࠖいうࠋ㸧ࢆ設ࠊࡅ調査研究ࢆ行いࡢࡑࠊ༠議ࡢ結果ᇶ࡙ࠊࡁ種目

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ採択ࢆ教科用ᅗ書ࡢ一ྠࡈ

ࡇࡿࡍ公表ࡵ予ࠊࡵ定事前ࢆ採択方針等ࡢ࡚ࡋ各教育委員会前ࡴ臨༠議ࠊ㝿ࡢࡑ

 ࠋࡇࡃ࠾࡚ࡋい࡚明確ࡘ⥆手ࡢ採択事務ࠊࡾࡼ

(4) 採択権者ࠊࡣ適正ࡘ公正࡞採択ࡢ確保及ࡧ開ࡓࢀ採択ࡢ推進ࢆᅗࡿ観Ⅼࠊࡽ採択事

務ࡢ滑࡞遂行支㞀ࢆ来࡞ࡉい範ᅖ࡛ࠊ採択地区ࡿࡅ࠾審議会等ࡢ委員ྡࠊ採択いࡓ

 ࠋࡇࡿࡵ努公開࡞い࡚積極的ࡘ情報ࡿಀ教科用ᅗ書採択࡞採択理由ࠊ経過ࡿ

(5) 採択権者ࠊࡣ外部ࡢࡽ当࡞働ࡅࡁ等ࡾࡼ採択ࡀ歪࡞ࢀࡽࡵいࡼう静࡞ࡘࡦ採択環

境ࢆ確保ࠊࡶࡿࡍ採択あࠊࡣ࡚ࡗࡓいࡿ࡞疑念ࡢ目ࡶ向࡞ࡢࡇࡿࢀࡽࡅいࡼう

関ಀ者ࡢ意識ࡢ啓Ⓨ努ࠋࡇࡿࡵ 

(6) 神奈川県教科用ᅗ書選定審議会ࡢ設置期間終了ᚋ教科用ᅗ書ࢆ採択ࡿࡍ必要ࡀ生ࡓࡌ場

合ࠊࡣᑠ学校ࠊ義務教育学校ࡢ前期課程教科用ᅗ書調査研究ࡢ結果㸦ᖹᡂ 32･33･34･35 ᖺ度

用㸧ࠊ中学校ࠊ中等教育学校ࡢ前期課程用教科用ᅗ書調査研究ࡢ結果㸦ᖹᡂ 28･29･30･31 ᖺ

度用㸧及ࠕࡧ中学校特ูࡢ教科 㐨ᚨࠖಀࡿ中学校ࠊ義務教育学校ࡢᚋ期課程ࠊ中等教育

学校ࡢ前期課程教科用ᅗ書調査研究ࡢ結果㸦ᖹᡂ 31･32ᖺ度用㸧等ࢆ利用ࠊࡋ採択ࠋࡇࡿࡍ 

 

 

㸰 教科用図書採択基準つい࡚ 

(1) 各Ⓨ行者ࡀ作ᡂࠕࡿࡍ教科書編修趣意書ࠖࠊ県教育委員会ࠕࡢ調査研究ࡢ結果ࠖ等ࢆ踏ࡲ

えࠊ学習指ᑟ要領ᇶ࡙い࡚調査研究ࠊࡋ採択ࠋࡇࡿࡍ 

(2) 採択権者ࡢ権限責任࠾い࡚ࠊ公明࣭適正ࢆ期ࠊࡋ採択ࠋࡇࡿࡍ 

(3) 採択地区ࡿࡅ࠾児童࣭生徒ࠊ学校ࠊ地域等ࡢ特性ࢆ考慮࡚ࡋ採択ࠋࡇࡿࡍ 
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㸱 㸯つの市⏫村࡛教科用図書採択地区を構成し࡚いる場合の採択方法つい࡚  

   市⏫教育委員会ࡀ単独࡛教科用ᅗ書ࢆ採択ࠊࡵࡓࡿࡍ次ࠊࡾ࠾ࡢ採択地区審議会等ࢆ置

 ࠋいࡋࡲ望ࡀࡇࡃ

 ࠋࡿあ࡛ࡾ࠾ࡢ次ࡡࡴ࠾࠾ࠊࡣ組織ࡧ機能及ࡢ審議会等ࡢࡇ   

(1) 教科用ᅗ書ࢆ調査研究ࠊࡋ採択ࡢࡵࡓࡢ資料ࢆ作ᡂࠋࡿࡍ 

(2) 教科用ᅗ書対ࡿࡍ調査研究ࡢ資料等ࢆ活用ࠊࡋ種目ࡈ教科用ᅗ書ࢆ調査研究ࡑࠊࡋ

 ࠋࡿࡍ報告ࢆ結果ࡢ

(3) 審議会等ࡡࡴ࠾࠾ࠊࡣ次掲ࡿࡆ機関࣭団体ࡢ構ᡂ員等ࡽ選出ࡓࡋ者࡚ࡗࡶࢆ構ᡂࠋࡿࡍ 

ア 教育委員会 

イ  校長会 

ウ  教育研究会 

エ  ࡢࡑ他㸦保護者等㸧 

(4) 審議会等ࠊࡣ審議必要࡞資料ࢆ作ᡂࠊࡵࡓࡿࡍ調査員会ࢆ置ࠋࡃ 

(5) 調査員会ࠊࡣ種目ࡢࡈ教科用ᅗ書ࢆ学習指ᑟ要領ࡢෆ容ྲྀࡢ扱いࡘ࡞い࡚調査研究

 ࠋࡿࡍ報告ࠊࡋ作ᡂࢆ資料࡞必要審議ࡢ審議会等࡛ࠊࡋ

(6) 調査員ࠊࡣ学校教育経験豊࡞者ࡢうࠊࡽࡕ教育委員会ࡀ委嘱ࠋࡿࡍ 

ࡇࡿࡵ聞い࡚定ࢆ意見ࡢ教育委員会ࡀ審議会等ࠊࡣ事項࡞必要ࡿࡅ࠾審議会等ࠊ他ࡢࡑ (7)

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

 

 

㸲 教科用図書採択地区内㸰以上の市⏫村ࡀ存する場合の採択方法つい࡚  

   当ヱ採択地区ෆࡢ市⏫ᮧ教育委員会ࠊࡣ༠議ࡾࡼ規約ࢆ定ࠊ࡚ࡵ当ヱ採択地区ෆࡢ市⏫ᮧ

立ࡢᑠ学校ࠊ中学校ࠊ義務教育学校࠾い࡚使用ࡿࡍ教科用ᅗ書ࡢ採択ࡘい࡚༠議ࢆ行うࡓ

ࡋ採択ࢆ教科用ᅗ書ࡢ一ྠࡈ種目ࠊࡁᇶ࡙結果ࡢ༠議ࡢࡑࠊࡅ設ࢆ採択地区༠議会ࡢࡵ

 ࠋࡿあ࡛ࡾ࠾ࡢ次ࡡࡴ࠾࠾ࠊࡣ組織ࡧ機能及ࡢ採択地区༠議会ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞

(1) 県教育委員会ࡢ教科用ᅗ書採択ᇶ準ᇶ࡙ࠊࡁ採択地区ࡢ教科用ᅗ書ࢆ調査研究ࠊࡋ採択

 ࠋࡿࡍ作ᡂࢆ資料ࡢࡵࡓࡢ

(2) 教科用ᅗ書ࡢ調査研究関ࡿࡍ資料等ࢆ活用ࠊࡋ種目ࡈ教科用ᅗ書ࢆ調査研究ࡑࠊࡋ

 ࠋࡿࡍ報告ࢆ結果ࡢ

(3) 採択地区༠議会ࠊࡣ採択地区༠議会ࡢ規約ࡢ定ࠊࡾࡼࢁࡇࡿࡵ当ヱ採択地区ෆࡢ市⏫

ᮧ教育委員会ࡀ指ྡࡿࡍ委員࡚ࡗࡶࢆ組織ࠋࡿࡍ委員ࡢ選任ࡘい࡚ࠊࡣ当ヱ採択地区ෆࡢ

市⏫ᮧ教育委員会ࡢ権限責任ࡀ十ศ映ࡼࡿࢀࡉう留意ࡡࡴ࠾࠾ࠊࡋࡇࡿࡍ次掲

 ࠋࡿࡍ構ᡂ࡚ࡗࡶࢆ者ࡓࡋ選出ࡽ構ᡂ員等ࡢ機関࣭団体ࡿࡆ

ア 当ヱ採択地区ෆࡢ市⏫ᮧ教育委員会 

イ  校長会 



 

 

- 3 - 

 

ウ 教育研究会 

エ  ࡢࡑ他㸦保護者等㸧 

(4) 採択地区༠議会ࠊࡣ༠議必要࡞資料ࢆ作ᡂࠊࡵࡓࡿࡍ調査員会ࢆ置ࠋࡃ 

(5) 調査員会ࠊࡣ種目ࡢࡈ教科用ᅗ書ࢆ学習指ᑟ要領ࡢෆ容ྲྀࡢ扱いࡘ࡞い࡚調査研究

 ࠋࡿࡍ報告ࠊࡋ作ᡂࢆ資料࡞必要༠議ࡢ採択地区༠議会࡛ࠊࡋ

(6) 調査員ࠊࡣ学校教育経験豊࡞者ࡢうࠊࡽࡕ採択地区༠議会ࡀ委嘱ࠋࡿࡍ 

教育ࡢ当ヱ採択地区ෆࡀ採択地区༠議会ࠊࡣ事項࡞必要ࡿࡅ࠾採択地区༠議会ࠊ他ࡢࡑ (7)

委員会ࡢ意見ࢆ聞い࡚定ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ 

 

 

㸳 ᖹ成 32 ᖺ度使用ᑠ学校、義務教育学校の前期課程教科用図書調査研究の観点つい࡚  

ᖹᡂ 32࣭33࣭34࣭35 ᖺ度使用ᑠ学校ࠊ義務教育学校ࡢ前期課程教科用ᅗ書ࠊࡀ学習指ᑟ要領

定ࡓࢀࡽࡵ各教科ࡢ目標や本県ࡢ児童ࡢ学習等鑑ࠊࡳ題ᮦ等ྲྀࡢ扱いࡀ適ษ࡛ࡢࡶ࡞あࠊࡿ工

夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࡿいう視Ⅼᇶ࡙ࠊࡁ以ୗ具体的ࠕ࡞観Ⅼࠖࡢ項目ࢆ定ࠋࡿࡵ 

 

ア 教科・種目共通࡞観点 

(㺏) 教育基本法、学校教育法及び学習指ᑟ要領の関連 

学校教育法㸦第ࡧ第㸰条㸧及ࠊ教育ᇶ本法㸦第㸯条ࠕ○ 30 条㸰項㸧ᇶ࡙ࠊࡁ学習指ᑟ要領

工夫やࡓえࡲ踏ࢆ目標ࡢ各教科ࡓࢀࡉ柱࡛整理ࡢࡘ㸱ࡢ資質࣭能力ࠖࠕࡓࢀࡉい࡚示࠾

配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

࣭生࡚ࡁ働ࠕࡃ知識࣭技能ࠖࢆ習得ࡢࡵࡓࡿࡍ工夫や配慮 

࣭未知ࡢ状況ࡶ対応࡛ࠕࡿࡁ思考力ุ࣭断力࣭表現力等ࠖࡢ育ᡂࢆᅗࡢࡵࡓࡿ工夫や配慮 

࣭学ࢆࡧ人生や社会生ࡑうࠕࡿࡍ学ࡧ向う力࣭人間性等ࠖࢆ涵養ࡢࡵࡓࡿࡍ工

夫や配慮 

 

(㺐) ࡀ࡞わ教育ビジョンの関連 

 ○ 教育目標㸦ࡁࡍࡊࡵ人間力像㸧掲ࠊࡓࡆ次ࡢෆ容沿࡚ࡗいࠋࡿ 

࣭［思いやࡿ力］他者ࢆ尊重ࠊࡋ多様性ࢆ認ࡵ合うࠊ思いやࡿ力ࢆ育࡚ࠋࡿ 

ࡢࡇࡃ抜ࡁ生ࡃࡋࡲࡃࡓࢆ社会ࠊ࡚ࡋ人間ࡢ一人ࡓࡋ自立［力ࡿࡁ生ࡃࡋࡲࡃࡓ］࣭

 ࠋࡿ育࡚ࢆ力ࡿࡁ࡛

࣭［社会わࡿ力］社会ࡢわࡢࡾ中࡛ࠊ自己ࢆᡂ長ࠊࡏࡉ社会貢献ࡿࡍ力ࢆ

育࡚ࠋࡿ 

 

(㺑) 内容構成 

○ ᑠ学校学習指ᑟ要領㸦ᖹᡂ 29ᖺ告示㸧ࡢ改訂ࡢ要Ⅼࢆ踏ࡲえࡓ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 
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  ࣭主体的࣭対ヰ的࡛深い学ࡢࡧ実現向ࡓࡅ学習活動資ࡿࡍ工夫や配慮 

࣭他教科ࡢ関連等ࠊカࣜキュ࣐࣭࣒ࣛネ࣓ࢪンࢺ資ࡿࡍ工夫や配慮 

 

○ 学習指ᑟ要領ࡢ改訂ࡿࡅ࠾教育ෆ容ࡢ主࡞改善事項等ࢆ踏ࡲえࡓ工夫や配慮ࢀࡉ࡞ࡀ

࡚いࠋࡿ 

࣭言語能力ࡢ確実࡞育ᡂ 

࣭伝統や文化関ࡿࡍ教育ࡢ充実 

࣭体験活動ࡢ充実 

࣭学校段階間ࡢ滑࡞接⥆ 

࣭情報活用能力ࡢ育ᡂ 

࣭児童ࡢ学習ୖࡢ困難ࡉ応ࡓࡌ工夫 

 

○ 児童࡚ࡗศࡾやࡃࡍ理解ࡀ深ࡼࡿࡲう࡞構ᡂୖࡢ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

 

(㺒) 分量・装丁・表記等 

  ○ 各ෆ容ࡢศ量ࡢࡑ配ศࡣ適ษ࡛あࠋࡿ  

○ 体裁ࠊࡃࡼࡀ児童ࡀ使いやࡍいࡼう࡞工夫や配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○ 文章表現や漢字࣭用語࣭記号࣭計量単位࣭ᅗ版等ࠊ児童ࡀ理解ࡋやࡍいࡼう࡞工夫や配慮

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ

 

イ 教科・種目別の観点 

(㺏) 国 語㸦書写を除く㸧 

□ 学習指ᑟ要領解ㄝ示ࡓࢀࡉ言語活動例ࡶࢆ各領域㸦ヰ࣭ࡇࡍ 聞ࠊࡇࡃ書ࠊࡇࡃ

ㄞࡇࡴ㸧ࡢ資質࣭能力ࢆ育ᡂࡢࡵࡓࡿࡍ題ᮦ࡚ࡋ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

□ 語彙ࢆ豊ࡢࡵࡓࡿࡍ題ᮦ࡚ࡋ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡣいࠋࡿ 

□ ㄞ書活動ࡢ充実ࢆᅗࡢࡵࡓࡿ題ᮦ࡚ࡋ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

 

(㺐) 書 写 

□ 毛筆硬筆ࡢ関連ࡢࡵࡓࡿࡏࡓࡶࢆ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡣいࠋࡿ 

□ 適ษ運筆ࡿࡍ能力ࢆ育ᡂࡢࡵࡓࡿࡍ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

□ 日常ࡢ学習や生活役立࡚ࡿ態度ࢆ育࡚ࡢࡵࡓࡿ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

 

(㺑) 社 会 

□ 社会的事象関ࡿࡍᇶ礎的࡞知識や技能ࢆ࡞習得ࡢࡵࡓࡿࡏࡉ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀ

いࠋࡿ 
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□ 社会的事象ࡘい࡚児童ࡀ多面的࣭多角的考えࡼࡿࢀࡽう࡞工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀい 

 ࠋࡿ

□ 学習ࡢ問題ࢆ追究࣭解決ࡿࡍ活動ࡢ充実ࢆᅗࡢࡵࡓࡿ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

 

 (㺒) 地 図 

□ 一般ᅗ࣭拡大ᅗ࣭主題ᅗ࣭索引ࡣ࡞適ษ配列࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

□ 統計ࠊ各種ࡢ資料ࠊࡣ最新࣮ࢹࡢタࢆ使う࡞信頼性ࡀあࠊࡾ児童ࡢⓎ㐩ࡢ段階即ࡓࡋ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀ適ษࡀࡢࡶ

□ 児童ࡀ自主的学習ࡾྲྀ組ࠊࡳㄞࡿྲྀࡳ技能ࢆ身付ࡢࡵࡓࡿࡅ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀ

いࠋࡿ 

 

(㺓) 算 数 

□ 数学的活動ࢆ通ࠊ࡚ࡋᇶ礎的࣭ᇶ本的࡞知識及ࡧ技能ࢆ身付ࡢࡵࡓࡿࡅ工夫や配慮࡞ࡀ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ

□ 具体物ࠊᅗࠊ言葉ࠊ数ࠊ式ࠊ表ࢆ࡞ࣇࣛࢢࠊ用い࡚考えࠊ表現ࡽࡉࠊࡋ伝え合うࡼう

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ工夫や配慮࡚ࡋ題ᮦ࡞

□ 目的応࣮ࢹ࡚ࡌタࢆ集ࠊศ類整理ࠊࡋ結果ࢆ適ษ表現ࡿࡍ題ᮦやࠊ統計࣮ࢹタࡢ特

ᚩࢆㄞุࡾྲྀࡳ断ࡿࡍ題ᮦ࡚ࡋ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

 

(㺔) 理 科 

□ 観察ࠊ実験࡞関ࡿࡍᇶ本的࡞技能ࢆ身付ࡼࡿࡅうࠊࡵࡓࡿࡍ児童ࡢⓎ㐩ࡢ段階

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡣ工夫や配慮ࡓࡋ即

□ 観察ࠊ実験ࠊࡣ࡞学ᖺࢆ通࡚ࡋ育ᡂࢆ目指ࡍ問題解決ࡢ力ࢆ養うࡼうࠊ配列やෆ容ࡢ工

夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡣいࠋࡿ 

ࡍ解決科学的ࢆ問題ࡢい࡚ࡘ事物࣭現象ࡢ自然ࠊ࡚ࡏ働ࢆ見方࣭考え方ࠖࡢ理科ࠕ □

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡣ工夫や配慮࡞実験ࠊ観察ࠊうࡼࡿ

 

 (㺕) 生 活 

□ 知識及ࡧ技能ࡢᇶ礎ࠕࡢ࡚ࡋ気付ࠖࡁやࠕ生活ୖ必要࡞習慣や技能ࠖࢆ育ᡂࡿࡍ題ᮦ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ工夫や配慮ࠊ࡚ࡋ

□ 身近࡞人々ࠊ社会及ࡧ自然ࢆ自ศࡢ関わ࡛ࡾ捉えࡿ題ᮦࠊ࡚ࡋ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀ

いࠋࡿ 

□ 児童ࡢ興味࣭関心ࢆ喚起ࡼࡿࡏࡉう࡞題ᮦࠕࠊ࡚ࡋ試ࠕࠊࠖࡍ見通ࡢ࡞ࠖࡍ工夫や配

慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 
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(㺖) 音 楽 

適ษ࡚ࡌ応段階ࡢⓎ㐩ࡢ児童ࠊࡽ中ࡢ音楽࡞多様ࠊࡣ教ᮦࡢ㹀鑑賞ࠖࠕ㸿表現ࠖࠕ □

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ選択

□ ᡃࡀ国や郷土ࡢ伝統音楽ࢆ扱う題ᮦ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

□ 表現㸦歌唱ࠊ器楽ࠊ音楽࡙ࡾࡃ㸧及ࡧ鑑賞ࠝࠊ共通事項ࠞࡢ学習ෆ容ࠊࢆ相互関連ࡏࡉ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ工夫や配慮࡞うࡼ扱うࡾྲྀࡽࡀ࡞

 

(㺗) 図⏬工作 

□ 児童ࡀ造形的࡞見方࣭考え方ࢆ働ࡍࡔࡾࡃࡘࡽࡀ࡞ࡏ喜ࢆࡧ味わえࡼࡿうࠊ表現及ࡧ

鑑賞ࡢෆ容や題ᮦࡣ適ษ࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀいࠋࡿ 

□ 児童ࡀ経験ࢆࡇࡓࡋᇶࠊ自ศ適ࡓࡋ表現方法やᮦ料ࠊ用具ࢆ࡞選ぶࡿࡁ࡛ࡀࡇ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ工夫や配慮ࠊ題ᮦࡢ鑑賞ࡧ表現及ࠊうࡼ

ࡀ࡞ࡏࡉ関連相互ࠊࢆ学習ෆ容ࡢ共通事項ࠞࠝࠊࡧ及ࠊ領域ࡢ㹀鑑賞ࠖࠕ㸿表現ࠖࠕ □

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ工夫や配慮࡞うࡼ扱うࡾྲྀࡽ

 

(㺘) 家 庭 

□  生活ࡢ営ࡳಀࡿ見方࣭考え方ࢆ働ࡓࡏ学習ࡼࡿ࡞うࠊ題ᮦ工夫や配慮ࢀࡉ࡞ࡣ

࡚いࠋࡿ 

□ 日常生活必要ࡿ࡞ᇶ礎的࡞知識及ࡧ技能ࡢ習得ࢆᅗࠊࡵࡓࡿ実践的࣭体験的࡞活動

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉࡀ工夫や配慮࡞ࡿࡆୖࡾྲྀ࡚ࡋ題ᮦࢆ

□ 生活ࡢ中ࡽ問題ࢆ見い࡚ࡋࡔ課題ࢆ設定ࠊࡋ解決࡚ࡋいࡃ題ᮦ࡚ࡋ工夫や配慮ࡉ࡞ࡀ

 ࠋࡿい࡚ࢀ

 

(㺙) 保 健 

  □ 児童ࡀ健康や安全関ࡿࡍ原則や概念着目࡛ࡼࡿࡁうࠊ統計ࠊ調査等ࡢ資料ࠊࡣ最新ࡢ

 ࠋࡿい࡚ࡋ即Ⓨ㐩段階ࡢ児童ࠊࡾあࡀ信頼性࡞使うࢆタ࣮ࢹ

□ 児童ࡀ身近࡞生活ࡿࡅ࠾学習課題ࢆ見付ࡇࡿࡅ役立ࡼࡘうࠊイࣛࠊࢺࢫ写真ࠊ事例

等ࡢ資料ࠊ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡣいࠋࡿ 

□ 児童ࡀ生涯わ࡚ࡗࡓ心身ࡢ健康ࢆ保持増進ࡿࡍ態度ࢆ養うࡼうࠊ学習ෆ容関連ࡿࡍ健

康情報等ࡢ資料ࠊ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡣいࠋࡿ 

 

(㺚) 外国語 

ࠖࡇࡃ書ࠕࠖ［Ⓨ表］ࡇࡍヰࠕࠖ［ࡾྲྀࡾや］ࡇࡍヰࠕࠖࡇࡴㄞࠕࠖࡇࡃ聞ࠕ □

実㝿ࠊうࡼࡿࡁ育ᡂ࡛総合的ࢆ資質࣭能力ࡿ࡞ᇶ礎ࡿᅗࢆョンࢩ࣮ࢣュニ࣑コࡢ࡞

࡞ࡀ工夫や配慮ࠊ࡞ࡿࡆୖࡾྲྀࢆ題ᮦࡓࡋ十ศ配慮等ࡁ働ࡢ使用場面や言語ࡢ言語ࡢ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ
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□ ᑠ学校外国語活動ࡢ関連ࡓࡋ構ᡂࡼࡿ࡞うࠊ外国語活動࡛扱ࡓࡗ音声や表現ୖࡾྲྀࢆ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ工夫や配慮ࠊ࡞ࡿࡆ

□ 国㝿理解ࢆ深ࡼࡿࡀ࡞ࡘࡇࡿࡵうࠊ世界ࡢ人々や日本人ࡋࡽࡃࡢやࠊ歴史ࠊ文化ࠊ

自然ࠊࡀ࡞児童ࡢⓎ㐩段階や興味࣭関心即ࠊ࡞ࡿࡆୖࡾྲྀ࡚ࡋ工夫や配慮ࢀࡉ࡞ࡀ

࡚いࠋࡿ 

 

(㺛) 特別の教科 道徳 

□ 㐨ᚨ的࡞課題ࢆ児童ࡀ自ศ自身ࡢ問題捉えࠊ向ࡁ合うࠕ考えࡿ㐨ᚨ 㐨ᚨࠖࡿࡍ議論ࠕࠊࠖ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉࡀ工夫や配慮ࡿࡀ࡞ࡘ

□ 自己ࢆ見ࠊࡵࡘ物事ࢆ多面的࣭多角的考えࡿ学ࡢࡧ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

□ 問題解決的࡞学習や㐨ᚨ的行Ⅽ関ࡿࡍ体験的࡞学習等ࠊ࡞ࡿࢀࡽࡆୖࡾྲྀࡀ工夫や

配慮࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 

 

 

㸴 ᖹ成32ᖺ度使用中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程用教科用図書調査研究の観点つい  ࡚  

ᖹᡂ 32 ᖺ度使用中学校ࠊ義務教育学校ࡢᚋ期課程ࠊ中等教育学校ࡢ前期課程教科用ᅗ書ࠊࡀ

学習指ᑟ要領定ࡓࢀࡽࡵ各教科ࡢ目標や本県ࡢ生徒ࡢ学習等鑑ࠊࡳ教ᮦ࣭配列ྲྀࡢ࡞

扱いࡀ適ษ࡛ࡢࡶ࡞あࡿいう視Ⅼᇶ࡙ࠊࡁ以ୗ具体的ࠕ࡞観Ⅼࠖࡢ項目ࢆ定ࠋࡿࡵ 

 

ア 教科・種目共通࡞観点 

(㺏) 教育基本法、学校教育法及び学習指ᑟ要領の関連 

○ 教育ᇶ本法࠾い࡚ࠊ新ࡓ規定ࡓࢀࡉ［教育ࡢ目標］㸦第㸰条㸧及ࡧ［学校教育］

㸦第㸴条第㸰項㸧ࡢෆ容ࢆ踏ࡲえ࡚いࠋࡿ 

［教育ࡢ目標］ 

第㸰条 教育ࡢࡑࠊࡣ目的ࢆ実現ࠊࡵࡓࡿࡍ学問ࡢ自由ࢆ尊重ࠊࡘࡘࡋ次掲ࡿࡆ目

標ࢆ㐩ᡂࡼࡿࡍう行わࠋࡿࡍࡢࡶࡿࢀ 

㸯 幅広い知識教養ࢆ身付ࠊࡅ真理ࢆ求ࡿࡵ態度ࢆ養いࠊ豊࡞情操㐨ᚨ心

 ࠋࡇ養うࢆ身体࡞健やࠊࡶᇵうࢆ

㸰 個人ࡢ価値ࢆ尊重ࡢࡑࠊ࡚ࡋ能力ࢆ伸ࠊࡋࡤ創造性ࢆᇵいࠊ自主及ࡧ自ᚊࡢ精

神ࢆ養うࠊࡶ職業及ࡧ生活ࡢ関連ࢆ重視ࠊࡋ勤労ࢆ重ࡿࡎࢇ態度ࢆ養う

 ࠋࡇ

㸱 正義責任ࠊ男女ࡢᖹ等ࠊ自他ࡢ敬愛༠力ࢆ重ࠊࡶࡿࡎࢇ公共ࡢ精神

 ࠋࡇ養うࢆ態度ࡿࡍ寄Ⓨ展ࡢࡑࠊࡋ⏬参形ᡂࡢ社会主体的ࠊࡁᇶ࡙

㸲 生命ࢆ尊ࠊࡧ自然ࢆ大ษࠊࡋ環境ࡢ保全寄ࡿࡍ態度ࢆ養うࠋࡇ 

㸳 伝統文化ࢆ尊重ࡓࡁ࡛ࢇࡃࡄࡣࢆࡽࢀࡑࠊࡋᡃࡀ国郷土ࢆ愛ࠊࡶࡿࡍ
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他国ࢆ尊重ࠊࡋ国㝿社会ࡢᖹ和Ⓨ展寄ࡿࡍ態度ࢆ養うࠋࡇ 

［学校教育］ 

第㸴条 

㸰 前項ࡢ学校࠾い࡚ࠊࡣ教育ࡢ目標ࡀ㐩ᡂࡼࡿࢀࡉうࠊ教育ࡿࡅཷࢆ者ࡢ心身ࡢ

Ⓨ㐩応ࠊ࡚ࡌ体系的࡞教育ࡀ組織的行わ࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢀいࡢࡇࠋ場合࠾い

自ࠊࡶࡿࡎࢇ重ࢆ規ᚊ࡞必要࡛ୖࡴ営ࢆ学校生活ࠊࡀࡢࡶࡿࡅཷࢆ教育ࠊ࡚

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢀ行わ࡚ࡋ重視ࢆࡇࡿࡵ高ࢆ意欲ࡴ組ࡾྲྀ学習࡛ࢇ進ࡽ

 

○ 学校教育法࠾い࡚ࠊ新ࡓ規定ࡓࢀࡉ［中学校教育ࡢ目標］㸦第 46 条㸧ࡢෆ容ࢆ

踏ࡲえ࡚いࠋࡿ 

［中学校教育ࡢ目標］ 

第 46 条 中学校ࡿࡅ࠾教育ࠊࡣ前条規定ࡿࡍ目的ࢆ実現ࠊࡵࡓࡿࡍ第 21 条各号

掲ࡿࡆ目標ࢆ㐩ᡂࡼࡿࡍう行わࠋࡿࡍࡢࡶࡿࢀ  

㸰 前項ࡢ場合࠾い࡚ࠊࡣ生涯わࡾࡓ学習ࡿࡍᇶ盤ࡀᇵわࡼࡿࢀうࠊᇶ礎的࡞知

識及ࡧ技能ࢆ習得ࢆࡽࢀࡇࠊࡶࡿࡏࡉ活用࡚ࡋ課題ࢆ解決ࡵࡓࡿࡍ必要࡞

思考力ุࠊ断力ࠊ表現力ࡢࡑ他ࡢ能力ࠊࡳࡃࡄࡣࢆ主体的学習ࡾྲྀ組ࡴ態度ࢆ

養うࠊࡇ特意ࢆ用い࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࠋ(※ 第 30 条第㸰項ࡢ準用) 

 

○ 学習指ᑟ要領ࡢ各教科ࡢ目標ࢆ踏ࡲえ࡚いࠊࡓࡲࠋࡿ教育ෆ容ࡢ主࡞改善事項ࡢう

 ࠋࡿえ࡚いࡲ踏ࢆෆ容ࡢ次ࠊࡕ

࣭言語活動ࡢ充実 

࣭伝統や文化関ࡿࡍ教育ࡢ充実 

࣭㐨ᚨ教育ࡢ充実 

࣭体験活動ࡢ充実 

 

(㺐) ࡀ࡞わ教育ビジョンの関連 

○ 教育目標㸦ࡁࡍࡊࡵ人間力像㸧掲ࠊࡓࡆ次ࡢෆ容ࢆ踏ࡲえ࡚いࠋࡿ 

࣭［思いやࡿ力］他者ࢆ尊重ࠊࡋ多様性ࢆ認ࡵ合うࠊ思いやࡿ力ࢆ育࡚ࠋࡿ 

ࡇࡃ抜ࡁ生ࡃࡋࡲࡃࡓࢆ社会ࠊ࡚ࡋ人間ࡢ一人ࡓࡋ自立［力ࡿࡁ生ࡃࡋࡲࡃࡓ］࣭

 ࠋࡿ育࡚ࢆ力ࡿࡁ࡛ࡢ

࣭［社会わࡿ力］社会ࡢわࡢࡾ中࡛ࠊ自己ࢆᡂ長ࠊࡏࡉ社会貢献ࡿࡍ

力ࢆ育࡚ࠋࡿ 

 

(㺑) 内容 

○ ෆ容ࡢ程度ࠊࡣ生徒ࡢⓎ㐩ࡢ段階即࡚ࡋ適ษ࡛あࠋࡿ 
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○ 既習ෆ容ࢆ定着ࠊࡵࡓࡿࡏࡉ繰ࡾ返ࡋ学習ࡿࡏࡉෆ容ࡣ充実࡚ࡋいࠋࡿ 

○ 社会的状況ࢆ映ࡓࡋ題ᮦࠊࡆୖࡾྲྀࢆ生徒ࡀ興味ࢆ持࡚ࡗ学習࡛ࡼࡿࡁう配慮

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ

○ 他ࡢ教科等ࡢ関連ࡀ必要応࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀ࡚ࡌいࠋࡿ 

○ 一面的࡞見解࡚ࡆୖࡾྲྀࢆࡅࡔい࡞ࡣࢁࡇࡿいࠋ 

○ 生徒ࡢ理解や習熟ࡢ程度応ࠊࡓࡌⓎ展的࡞学習ࡢෆ容ྲྀࡢ扱いࡣ適ษ࡛あࠋࡿ 

 

(㺒) 構成・分量・装丁 

○ ෆ容ࡣ全体࡚ࡋ系統的ࠊⓎ展的構ᡂ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○ 各ෆ容ࡢศ量ࡢࡑ配ศࡣ適ษ࡛あࠋࡿ 

○ 体裁ࠊࡃࡼࡀ生徒ࡀ使いやࡍいࡼう配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 

(㺓) 表記・表現 

○ 文章表現や漢字࣭࡙࡞い࣭用語࣭記号࣭計量単位࣭ᅗ版ࡢ࡞使用ࡣ適ษ࡛あ

 ࠋࡿ

○ 文字ࡢ大࣭ࡉࡁ字間࣭行間࣭書体ࡣ࡞適ษ࡛あࠋࡿ 

○ 文章࣭ᅗ版ࡢ࡞割付ࡣࡅ適ษ࡛あࠋࡿ 

 

イ 教科・種目別の観点 

(㺏) 国 語㸦書写を除く㸧 

□ 各領域(ࠕヰ࣭ࡇࡍ聞ࠕࠖࡇࡃ書ࠕࠖࡇࡃㄞࠖࡇࡴ)ࡘい࡚ࠊ教ᮦࡢෆ容

及ࡧ学習指ᑟ要領示ࡓࢀࡉ言語活動例ࡣ適ษ࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀいࠋࡿ 

ࡆୖࡾྲྀ適ษࡣ教ᮦࠊい࡚ࡘ事項ࠖࡿࡍ関特質ࡢ国語言語文化࡞伝統的ࠕ □

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽ

□ ㄞ書親ࡴࡋ態度ࢆ養うࡢࡵࡓ適ษ࡞配慮ࡀ見ࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽ目的応ࡓࡌㄞ

書ࡢࡵࡓࡢ教ᮦࡀ適ษ࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀいࠋࡿ 

 

(㺐) 書 写 

□ 毛筆硬筆ࡢ教ᮦ例及ࡧ字形や配列ࠊ運筆࡞ᇶ礎的࡞事項関ࡿࡍ教ᮦ例ࡘい

࡚適ษࡾྲྀ扱わ࡚ࢀいࠋࡿ 

□ 楷書࣭行書࣭漢字࣭仮ྡࡢศ量ࡢࡑ配ศࡣ適ษ࡛あࠋࡿ 

□ 文字文化や社会生活ࡢ関連ࢆᅗࡓࡗ教ᮦ例ࡣ適ษࡾྲྀ扱わ࡚ࢀいࠋࡿ 
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(㺑) 社 会㸦地図を除く㸧 

□ 諸資料ᇶ࡙い࡚多面的࣭多角的考察ࠊࡵࡓࡿࡍ社会的事象関ࡿࡍᇶ礎的

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう配慮ࡼࡿࡏࡉ習得ࢆ知識や技能等࡞

□ 思考力ุ࣭断力࣭表現力等ࡢ能力育ᡂࡘい࡚配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

□ 統計ࡢࡑ他ࡢ資料ࠊࡣ最新ࠊ࡛ࡢࡶࡢ信頼性ࡀあࠊࡾ生徒ࡢⓎ㐩ࡢ段階即࡚ࡋ

いࠋࡿ 

 

(㺒) 地 図 

□ ᇶ本ᅗ࣭部ศᅗ࣭資料ᅗࡣ࡞適ษ配列࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

□ 統計ࠊ各種ࡢ資料ࠊࡣ最新ࠊ࡛ࡢࡶࡢ信頼性ࡀあࠊࡾ生徒ࡢⓎ㐩ࡢ段階即࡚ࡋ

いࠋࡿ 

□ 地ᅗ࣭絵ᅗ࣭索引ࡀ࡞適ษ࡛あࠊࡾ生徒ࡢⓎ㐩ࡢ段階即࡚ࡋいࠋࡿ 

 

(㺓) 数 学 

□ 数学的活動ࠊ࡚ࡋ数やᅗ形ࡢ性質ࢆ࡞見いࡍࡔ活動ࠊ数学ࢆ利用ࡿࡍ活動及

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ配列適ษࡀ伝え合う活動ࡋㄝ明数学的ࡧ

□ ᇶ礎的ࠊᇶ本的࡞知識ࠊ技能ࡢ定着ࢆᅗࠊࡵࡓࡿⓎ㐩や学ᖺࡢ段階応ࣃࢫࡓࡌ

イࣛࣝࡿࡼ学習活動ࡣ適ษ配列࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

□ 言葉や数ࠊ式ࠊᅗࠊ表ࢆ࡞ࣇࣛࢢࠊ用い࡚表現ࠊࡾࡓࡋㄝ明ࠊࡾࡓࡋ伝え合ࡗ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀ適ษࡀ活動ࡿࡍࡾࡓ

ࡅ設適ษࡀ利用ࡢ࡞ࢡワ࣮ࢺュ࣮タや情報通信ネッࣆコンࠊ電༟ࠊࢇࡤࢁࡑ □

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽ

 

(㺔) 理 科 

□ 科学関ࡿࡍᇶ本的概念ࡢ定着ࡀᅗࠊࡽࡉࠊࡇࡿࢀ科学的࡞見方や考え方ࠊ

総合的ࡢࡢࡶ࡞見方ࡀ育ᡂ࡛ࡼࡿࡁう配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

□ 科学的࡞思考力ࠊ表現力ࡢ育ᡂࡀᅗࡼࡿࢀうࠊ目的意識ࢆ持࡚ࡗ観察ࠊ実験ࢆ主

体的行いࠊ観察ࠊ実験ࡢ結果ࢆศ析ࡋ解釈ࡿࡍ能力やࠊᑟࡁ出ࡓࡋ自ࡢࡽ考えࢆ

表現ࡿࡍ能力ࡢ育ᡂ配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

□ 科学ࢆ学ぶ意義や有用性ࢆ実感ࠊࡏࡉ科学ࡢ関心ࢆ高ࡼࡿࢀࡽࡵうࠊ日常生活

や社会ࡢ関連ࡀᅗࠊࡾࡓࢀࡽ環境教育ࡢ充実ࡀᅗࡼࡿࡍࡾࡓࢀࡽう配慮࡚ࢀࡉい

 ࠋࡿ

□ 科学的࡞体験ࠊ自然体験ࡢ充実ࢆᅗࠊࡵࡓࡿ原理や法則ࡢ理解ࢆ深ࡶࡢࡵࡓࡿࡵ

体験や自然体験࡞科学的ࠊ࡞定Ⅼ観測ࡢ変え࡚ࢆ観察や季節࡞や⥅⥆的ࡾࡃ࡙ࡢ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう配慮ࡼࡿࢀᅗࡀ充実ࡢ
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 (㺕) 音 楽 

□ 音楽対ࡿࡍ感性ࢆ豊ࠊࡋ表現及ࡧ鑑賞ࡢ学習ෆ容ࡀ相互ࡾྲྀ扱わࠊࢀ音

楽活動ࡢᇶ礎的࡞能力ࠝࠊࢆ共通事項ࠞ関連ࡓࡏࡉ主体的࡞学習ࡢ展開ࡀᅗࡿࢀ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう配慮ࡼ

□ 表現や鑑賞ࡢ教ᮦࠊࡣ多様࡞音楽ࡢ中ࡽ適ษ選択࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

□ 音楽文化ࡘい࡚ࡢ理解ࢆ深ࡿࡵ学習ෆ容ࡀ適ษ࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀいࠋࡿ 

 

(㺖) 美 術 

□ 生徒ࡀ自ࡍࡔࡾࡃࡘࡽ喜ࢆࡧ味わえࡼࡿうࠊ表現及ࡧ鑑賞ࡢෆ容ࡀ適ษ࡛あࠊࡾ

表現活動ࡢෆ容ࢆ関連付ࠊࡾࡓࡅ一体的扱࡚ࡋࡾࡓࡗ活動ࡢ幅ࡀ広ࡿࡀ題ᮦࡀ配

慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

□ 表現や鑑賞ࠊ美術文化࡞ಀࡿ作品ࠊࡣ表現ࡢ方法や教ᮦࡀ࡞多様ࡢࡶ࡞

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀ適ษࡀ作品ࡿ࡚ࡶࡢࡳࡋ関心や親ࡀ生徒ࠊࢀࡉ選択適ษࡽ

□ 印刷やࣞイアウࠊࡣࢺ色彩豊ࣛࣂ࡛ンࡓࢀࡢࢫ構ᡂ࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

 

(㺗) 保健体育 

□ 生徒自ࡽ課題ࢆ設定ࡋ解決向ࡾྲྀ࡚ࡅ組ࡢࡑࠊࡳ過程ࢆ振ࡾ返ࡿ学習ࠊࡾࡼ

問題解決ࡢ能力ࢆ育ᡂࡇࡿࡍ適ࡓࡋෆ容࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

□ 健康࣭安全ࡘい࡚生徒ࡀ興味関心ࢆ高ࠊࡵ科学的࡞理解ࡢࡵࡓࡍಁࢆ資料ྲྀࡀ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡆୖࡾ

□ 科学的࡞理解ࢆ深ࠊࡵ思考力ุ࣭断力等ࢆ育ᡂࡵࡓࡿࡍ知識ࢆ活用ࡿࡍ学習ࡀ

適ษ࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀいࠋࡿ 

 

(㺘) 技術・家庭 

□ 生活必要࡞ᇶ礎的࣭ᇶ本的࡞知識及ࡧ技術ࡢ習得ࠊࡵࡓࡢ製作ࠊ整備ࠊ操作ࠊ

調理ࡢ࡞実習やࠊ観察࣭実験ࠊ見学ࠊ調査࣭研究ࡢ࡞実践的࣭体験的࡞学習活

動ࠊࡀ適ษ࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀいࠋࡿ 

□ 生活技術ࡢわࡘࡾい࡚理解ࢆ深ࡼࡿࡵう配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

□ 進࡛ࢇ生活ࢆ工夫ࡋ創造ࡿࡍ能力実践的࡞態度ࢆ育࡚ࡢࡵࡓࡿ学習活動や資料

等ࠊࡀ適ษ࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀいࠋࡿ 

 

(㺙) 英 語 

ンࣛࣂࢆ言語活動ࡢい࡚ࡘࠖࡇࡃ書ࠕࠖࡇࡴㄞࠕࠖࡇࡍヰࠕࠖࡇࡃ聞ࠕ □

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ工夫うࡼࡿ養えࢆᇶ礎ࡢョン能力ࢩ࣮ࢣュニ࣑コࠊࡋ配置ࡃࡼࢫ
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□ 入門期࡛ࠊࡣᑠ学校࡛扱ࡓࡗ音声や表現ࡾྲྀࢆ࡞入ࠊ࡞ࡿࢀᑠ学校ࡿࡅ࠾

外国語活動ࡢ関連留意ࡓࡋ構ᡂ࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

□ 世界ࡢ文化やࠊ࡞ࡋࡽࡃ国㝿理解ࢆ深ࡿࡀ࡞ࡘࡇࡿࡵ興味࣭関心ࠊࢆ引ࡁ

出ࡋ育࡚ࡿෆ容ࡀ適ษ࡚ࢀࡽࡆୖࡾྲྀいࠋࡿ 

 

 

㸵 ᖹ成 32 ᖺ度使用特別支援教育関係教科用図書調査研究の観点つい࡚ 

ᑠ学校若ࡣࡃࡋ中学校㸦中等教育学校ࡢ前期課程ࢆ含ࠋࡴ㸧ࡢ特ู支援学級又ࡣ特ู支援

学校ࡢᑠ学部若ࡣࡃࡋ中学部࠾い࡚使用ࡿࡍ教科用ᅗ書ࠊࡀ学習指ᑟ要領定ࡓࢀࡽࡵ各

教科ࡢ目標や本県ࡢ㞀ࡀいࡢあࡿ児童࣭生徒ࡢ㞀ࡀいࡢ程度やⓎ㐩ࡢ状態等鑑ࠊࡳ題ᮦ等

以ୗࠊࡁᇶ࡙いう視Ⅼࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ工夫や配慮ࠊࡿあ࡛ࡢࡶ࡞適ษࡀ扱いྲྀࡢ

具体的ࠕ࡞観Ⅼࠖࡢ項目ࢆ定ࠋࡿࡵ 

 

(1)— 1  教科・種目共通࡞観点㸦ᑠ学校の特別支援学級及び特別支援学校のᑠ学部㸧 

ア 教科・種目共通࡞観点 

(㺏) 教育基本法、学校教育法及び学習指ᑟ要領の関連 

学校教育法㸦第ࡧ第㸰条㸧及ࠊ教育ᇶ本法㸦第㸯条ࠕ○ 30 条㸰項㸧ᇶ࡙ࠊࡁ学習指ᑟ要領

工夫やࡓえࡲ踏ࢆ目標ࡢ各教科ࡓࢀࡉ柱࡛整理ࡢࡘ㸱ࡢ資質࣭能力ࠖࠕࡓࢀࡉい࡚示࠾

配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

࣭生࡚ࡁ働ࠕࡃ知識࣭技能ࠖࢆ習得ࡢࡵࡓࡿࡍ工夫や配慮 

࣭未知ࡢ状況ࡶ対応࡛ࠕࡿࡁ思考力ุ࣭断力࣭表現力等ࠖࡢ育ᡂࢆᅗࡢࡵࡓࡿ工夫や配慮 

࣭学ࢆࡧ人生や社会生ࡑうࠕࡿࡍ学ࡧ向う力࣭人間性等ࠖࢆ涵養ࡢࡵࡓࡿࡍ工

夫や配慮 

 

(㺐) ࡀ࡞わ教育ビジョンの関連 

 ○ 教育目標㸦ࡁࡍࡊࡵ人間力像㸧掲ࠊࡓࡆ次ࡢෆ容沿࡚ࡗいࠋࡿ 

࣭［思いやࡿ力］他者ࢆ尊重ࠊࡋ多様性ࢆ認ࡵ合うࠊ思いやࡿ力ࢆ育࡚ࠋࡿ 

ࡢࡇࡃ抜ࡁ生ࡃࡋࡲࡃࡓࢆ社会ࠊ࡚ࡋ人間ࡢ一人ࡓࡋ自立［力ࡿࡁ生ࡃࡋࡲࡃࡓ］࣭

 ࠋࡿ育࡚ࢆ力ࡿࡁ࡛

࣭［社会わࡿ力］社会ࡢわࡢࡾ中࡛ࠊ自己ࢆᡂ長ࠊࡏࡉ社会貢献ࡿࡍ力ࢆ

育࡚ࠋࡿ 

 

(㺑) 内容構成 

○ ᑠ学校学習指ᑟ要領㸦ᖹᡂ 29 ᖺ告示㸧ࡢ改訂ࡢ要Ⅼࢆ踏ࡲえࡓ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀい

 ࠋࡿ
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  ࣭主体的࣭対ヰ的࡛深い学ࡢࡧ実現向ࡓࡅ学習活動資ࡿࡍ工夫や配慮 

࣭他教科ࡢ関連等ࠊカࣜキュ࣐࣭࣒ࣛネ࣓ࢪンࢺ資ࡿࡍ工夫や配慮 

○ 学習指ᑟ要領ࡢ改訂ࡿࡅ࠾教育ෆ容ࡢ主࡞改善事項等ࢆ踏ࡲえࡓ工夫や配慮ࢀࡉ࡞ࡀ

࡚いࠋࡿ 

࣭言語能力ࡢ確実࡞育ᡂ 

࣭伝統や文化関ࡿࡍ教育ࡢ充実 

࣭体験活動ࡢ充実 

࣭学校段階間ࡢ滑࡞接⥆ 

࣭情報活用能力ࡢ育ᡂ及 

࣭児童ࡢ学習ୖࡢ困難ࡉ応ࡓࡌ工夫 

○ 児童࡚ࡗศࡾやࡃࡍ理解ࡀ深ࡼࡿࡲう࡞構ᡂୖࡢ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

  ○ ෆ容ࡢ程度ࠊࡣ児童࣭ 生徒ࡢⓎ㐩ࡢ段階や㞀ࡀいࡢ状態及ࡧ特性等࡚ࡳࡽ適ษ࡛あࠋࡿ 

○ ෆ容ࡢ選択扱いࡣ学習指ᑟࢆ進࡛ୖࡿࡵ適ษ࡛あࠋࡿ 

○ 児童࣭生徒ࡢ生活や経験及ࡧ関心対ࡿࡍ工夫や配慮ࠊࡘࠊࢀࡉ࡞ࡀ自主的࣭自Ⓨ的࡞

学習ࢆ進ࡢ࡛ୖࡿࡵ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

○ 他ࡢ教科等及ࡧ自立活動ࡢ関連ࡘい࡚必要応࡚ࡌ工夫や配慮࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

○ 一面的࡞見解࡚ࡆୖࡾྲྀࢆࡅࡔい࡞ࡣࢁࡇࡿいࠋ 

 

(㺒) 分量・装丁・表記等 

  ○ 各ෆ容ࡢศ量ࡢࡑ配ศࡣ適ษ࡛あࠋࡿ  

○ 体裁ࠊࡃࡼࡀ堅牢࡛あࠊࡾ児童ࡀ使いやࠊࡃࡍ安全性ࡶ配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○ 文章表現や漢字࣭用語࣭記号࣭計量単位࣭ᅗ版等ࠊ児童ࡀ理解ࡋやࡍいࡼう࡞工夫や配慮

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ

 

イ 教科・種目別の観点 

  教科࣭種目ูࡢ観Ⅼࡘい࡚ࠊࡣᖹᡂ 32 ᖺ度使用ᑠ学校ࠊ義務教育学校ࡢ前期課程教科用ᅗ

書調査研究ࡢ観Ⅼ準ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡎ 

 

(1)— 2 教科・種目共通࡞観点㸦中学校の特別支援学級及び特別支援学校の中学部㸧 

ア 教育基本法、学校教育法及び学習指ᑟ要領の関連 

○ 教育ᇶ本法࠾い࡚ࠊ新ࡓ規定ࡓࢀࡉ［教育ࡢ目標］㸦第㸰条㸧及ࡧ［学校教育］

㸦第㸴条第㸰項㸧ࡢෆ容ࢆ踏ࡲえ࡚いࠋࡿ 

［教育ࡢ目標］ 

第㸰条 教育ࡢࡑࠊࡣ目的ࢆ実現ࠊࡵࡓࡿࡍ学問ࡢ自由ࢆ尊重ࠊࡘࡘࡋ次掲ࡿࡆ

目標ࢆ㐩ᡂࡼࡿࡍう行わࠋࡿࡍࡢࡶࡿࢀ 
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㸯 幅広い知識教養ࢆ身付ࠊࡅ真理ࢆ求ࡿࡵ態度ࢆ養いࠊ豊࡞情操㐨ᚨ心

 ࠋࡇ養うࢆ身体࡞健やࠊࡶᇵうࢆ

㸰 個人ࡢ価値ࢆ尊重ࡢࡑࠊ࡚ࡋ能力ࢆ伸ࠊࡋࡤ創造性ࢆᇵいࠊ自主及ࡧ自ᚊࡢ精

神ࢆ養うࠊࡶ職業及ࡧ生活ࡢ関連ࢆ重視ࠊࡋ勤労ࢆ重ࡿࡎࢇ態度ࢆ養う

 ࠋࡇ

㸱 正義責任ࠊ男女ࡢᖹ等ࠊ自他ࡢ敬愛༠力ࢆ重ࠊࡶࡿࡎࢇ公共ࡢ精神

 ࠋࡇ養うࢆ態度ࡿࡍ寄Ⓨ展ࡢࡑࠊࡋ⏬参形ᡂࡢ社会主体的ࠊࡁᇶ࡙

㸲 生命ࢆ尊ࠊࡧ自然ࢆ大ษࠊࡋ環境ࡢ保全寄ࡿࡍ態度ࢆ養うࠋࡇ 

㸳 伝統文化ࢆ尊重ࡓࡁ࡛ࢇࡃࡄࡣࢆࡽࢀࡑࠊࡋᡃࡀ国郷土ࢆ愛ࠊࡶࡿࡍ

他国ࢆ尊重ࠊࡋ国㝿社会ࡢᖹ和Ⓨ展寄ࡿࡍ態度ࢆ養うࠋࡇ 

［学校教育］ 

第㸴条 

㸰 前項ࡢ学校࠾い࡚ࠊࡣ教育ࡢ目標ࡀ㐩ᡂࡼࡿࢀࡉうࠊ教育ࡿࡅཷࢆ者ࡢ心身ࡢ

Ⓨ㐩応ࠊ࡚ࡌ体系的࡞教育ࡀ組織的行わ࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢀいࡢࡇࠋ場合࠾い

自ࠊࡶࡿࡎࢇ重ࢆ規ᚊ࡞必要࡛ୖࡴ営ࢆ学校生活ࠊࡀࡢࡶࡿࡅཷࢆ教育ࠊ࡚

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢀ行わ࡚ࡋ重視ࢆࡇࡿࡵ高ࢆ意欲ࡴ組ࡾྲྀ学習࡛ࢇ進ࡽ

○ 学校教育法࠾い࡚ࠊ新ࡓ規定ࡓࢀࡉ［ᑠ学校教育ࡢ目標］㸦第 30 条㸧及ࡧ［中

学校教育ࡢ目標］㸦第 46 条㸧ࡢෆ容ࢆ踏ࡲえ࡚いࠋࡿ 

［ᑠ学校教育ࡢ目標］ 

第 30 条  ᑠ学校ࡿࡅ࠾教育ࠊࡣ前条規定ࡿࡍ目的ࢆ実現ࡵࡓࡿࡍ必要࡞程度

い࡚第࠾ 21 条各号掲ࡿࡆ目標ࢆ㐩ᡂࡼࡿࡍう行わࠋࡿࡍࡢࡶࡿࢀ  

㸰 前項ࡢ場合࠾い࡚ࠊࡣ生涯わࡾࡓ学習ࡿࡍᇶ盤ࡀᇵわࡼࡿࢀうࠊᇶ礎的࡞知

識及ࡧ技能ࢆ習得ࢆࡽࢀࡇࠊࡶࡿࡏࡉ活用࡚ࡋ課題ࢆ解決ࡵࡓࡿࡍ必要࡞

思考力ุࠊ断力ࠊ表現力ࡢࡑ他ࡢ能力ࠊࡳࡃࡄࡣࢆ主体的学習ࡾྲྀ組ࡴ態度ࢆ

養うࠊࡇ特意ࢆ用い࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࠋ 

［中学校教育ࡢ目標］ 

第 46 条 中学校ࡿࡅ࠾教育ࠊࡣ前条規定ࡿࡍ目的ࢆ実現ࠊࡵࡓࡿࡍ第 21 条各号

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࢀう行わࡼࡿࡍ㐩ᡂࢆ目標ࡿࡆ掲

㸰 前項ࡢ場合࠾い࡚ࠊࡣ生涯わࡾࡓ学習ࡿࡍᇶ盤ࡀᇵわࡼࡿࢀうࠊᇶ礎的࡞知

識及ࡧ技能ࢆ習得ࢆࡽࢀࡇࠊࡶࡿࡏࡉ活用࡚ࡋ課題ࢆ解決ࡵࡓࡿࡍ必要࡞

思考力ุࠊ断力ࠊ表現力ࡢࡑ他ࡢ能力ࠊࡳࡃࡄࡣࢆ主体的学習ࡾྲྀ組ࡴ態度ࢆ

養うࠊࡇ特意ࢆ用い࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࠋ 

○ 学習指ᑟ要領ࡢ各教科ࡢ目標ࢆ踏ࡲえ࡚いࠊࡓࡲࠋࡿ教育ෆ容ࡢ主࡞改善事項ࡢう

 ࠋࡿえ࡚いࡲ踏ࢆෆ容ࡢ次ࠊࡕ

࣭言語活動ࡢ充実 
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࣭伝統や文化関ࡿࡍ教育ࡢ充実 

࣭㐨ᚨ教育ࡢ充実 

࣭体験活動ࡢ充実 

 

イ  ࡀ࡞わ教育ビジョンの関連 

○ 教育目標㸦ࡁࡍࡊࡵ人間力像㸧掲ࠊࡓࡆ次ࡢෆ容ࢆ踏ࡲえ࡚いࠋࡿ 

࣭［思いやࡿ力］他者ࢆ尊重ࠊࡋ多様性ࢆ認ࡵ合うࠊ思いやࡿ力ࢆ育࡚ࠋࡿ 

ࡇࡃ抜ࡁ生ࡃࡋࡲࡃࡓࢆ社会ࠊ࡚ࡋ人間ࡢ一人ࡓࡋ自立［力ࡿࡁ生ࡃࡋࡲࡃࡓ］࣭

 ࠋࡿ育࡚ࢆ力ࡿࡁ࡛ࡢ

࣭［社会わࡿ力］社会ࡢわࡢࡾ中࡛ࠊ自己ࢆᡂ長ࠊࡏࡉ社会貢献ࡿࡍ

力ࢆ育࡚ࠋࡿ 

 

ウ 内容 

○ ෆ容ࡢ程度ࠊࡣ児童࣭ 生徒ࡢⓎ㐩ࡢ段階や㞀ࡀいࡢ状態及ࡧ特性等࡚ࡳࡽ適ษ࡛あࠋࡿ 

○ ෆ容ࡢ選択扱いࡣ学習指ᑟࢆ進࡛ୖࡿࡵ適ษ࡛あࠋࡿ 

○ 児童࣭生徒ࡢ生活や経験及ࡧ関心対ࡿࡍ配慮ࠊࡘࠊࢀࡉ࡞ࡀ自主的࣭自Ⓨ的࡞学

習ࢆ進ࡶ࡛ୖࡿࡵ適ษ࡛あࠋࡿ 

○ 他ࡢ教科等及ࡧ自立活動ࡢ関連ࡀ必要応࡚ࡌ配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○ 一面的࡞見解࡚ࡆୖࡾྲྀࢆࡅࡔい࡞ࡣࢁࡇࡿいࠋ   

 

エ 構成・分量・装丁 

○ ෆ容ࡣ全体࡚ࡋ系統的ࠊⓎ展的構ᡂ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○ 各ෆ容ࡢศ量ࡢࡑ配ศࡣ適ษ࡛あࠋࡿ 

○ 体裁ࠊࡃࡼࡀ堅牢࡛あࠊࡾ児童࣭生徒ࡀ使いやࠊࡃࡍ安全性ࡶ配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 

オ  表記・表現 

○ 文章表現や漢字࣭࡙࡞い࣭用語࣭記号࣭計量単位࣭ᅗ版ࡢ࡞使用ࡣ適ษ࡛あࠋࡿ 

○ 文字ࡢ大࣭ࡉࡁ字間࣭行間࣭書体ࡣ࡞適ษ࡛あࠋࡿ 

○ 文章࣭ᅗ版ࡢ࡞割付ࡣࡅ適ษ࡛あࠋࡿ 

 

(2)  教科・種目別の観点 

教科࣭種目ูࡢ観Ⅼࡘい࡚ࠊࡣᖹᡂ 32 ᖺ度使用ᑠ学校ࠊ義務教育学校ࡢ前期課程教科用

ᅗ書調査研究ࡢ観Ⅼࠊᖹᡂ 28 ᖺ度使用中学校㸦中等教育学校ࡢ前期ࢆ含ࡴ㸧教科用ᅗ書調査

研究ࡢ観Ⅼ及ࡧ中学校ࠕ特ูࡢ教科 㐨ᚨࠖಀࡿᖹᡂ 32 ᖺ度使用中学校ࠊ義務教育学校ࡢ

ᚋ期課程ࠊ中等教育学校ࡢ前期課程教科用ᅗ書調査研究ࡢ観Ⅼ準ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡎ 
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㸶 ᖹ成 32 ᖺ度使用中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書選定係る調査研究資料つい࡚  

ᖹᡂ 32 ᖺ度使用中学校ࠊ義務教育学校ࡢᚋ期課程ࠊ中等教育学校ࡢ前期課程教科用ᅗ書ࡢ

選定ಀࡿ調査研究資料ࠊࡣᖹᡂ 30ᖺ度検定新ࡓ合格ࡓࡋᅗ書ࠊࡾࡼࡇࡓࡗ࡞ࡀ

ᖹᡂ 26 ᖺ度検定合格ᅗ書ࡢࡽ採択ࠊࡵࡓࡿ࡞中学校ࠊ中等教育学校ࡢ前期課程教科用

ᅗ書調査研究ࡢ結果㸦ᖹᡂ 28･29･30࣭31ᖺ度用㸧࡚ࡗࡶࢆ充࡚ࠋࡿ 

 

 

 

 



議案第㸴号 

 

学校運営協議会委員の委嘱につい࡚ 

 

令和元年㸳月㸰㸱日提出 

 

二宮町教育委員会 

教育長 森 英夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ࠝ提案理由ࠞ 

二宮町立小中学校の学校運営協議会委員につい࡚ࠊ令和㸰年㸱月㸱㸯日ま࡛の委

嘱を提案するࠋ  

 

 

 



 

 

 

. 

 



担当課名 教育総務課

各種委員名 学校運営協議会委員㸦二宮小学校㸧

氏     名 発令年月日 任期
備考

㸦新任の場ྜ記載㸧

1 飯塚　富美

2 大矢　孝㐨

3 掬川　せつ子

4 齋藤　成司

5 ୗ⏣　章弘

6 柄澤　恵

7 片岡　宇一郎

8 袋井　芳子

9 伊㐩　良雄

令和元年５月23日 令和㸰年㸱月31日 新任



担当課名 教育総務課

各種委員名 学校運営協議会委員㸦一色小学校㸧

氏     名 発令年月日 任期
備考

㸦新任の場ྜ記載㸧

1 ྜྷ⏣　美佳子 令和元年５月23日 令和㸰年㸱月31日 新任



担当課名 教育総務課

各種委員名 学校運営協議会委員㸦山西小学校㸧

氏     名 発令年月日 任期
備考

㸦新任の場ྜ記載㸧

1 ୕宅　栄子 令和元年５月23日 令和㸰年㸱月31日 新任



担当課名 教育総務課

各種委員名 学校運営協議会委員㸦二宮中学校㸧

氏     名 発令年月日 任期
備考

㸦新任の場ྜ記載㸧

1 藤原　直彦

2 成岡　政男

3 美濃島　規子

4 川ୖ　敏久

5 西山　和男

6 堀尾　美幸

7 ୖ⏣　昭紀

8 関口　金⏤紀

新任令和元年５月23日 令和㸰年㸱月31日



担当課名 教育総務課

各種委員名 学校運営協議会委員㸦二宮西中学校㸧

氏     名 発令年月日 任期
備考

㸦新任の場ྜ記載㸧

1 一色　⏤利子 令和元年５月23日 令和㸰年㸱月31日 新任





議案第７号 

 

二宮⏫小中一貫教育校設置計⏬(案)について 

 

令和元年５月㸰㸱日提出 

 

二宮⏫教育委員会 

教育長 森 英夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ࠝ提案理由ࠞ 

二宮⏫において小中一貫教育を行う小中一貫教育校の設置計⏬について提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

. 





 

 

  

 

 

宮⏫ᑠ中୍貫教育校設置計⏬

(案) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮⏫教育委員会 

௧和元(2019)ᖺ㸳᭶ 

 

 



 

 

㸯  計⏬ࡢ趣᪨࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸯 

 

㸰  ᑠ中୍貫教育ࢆᑟ入ࡿࡍ背景࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸰 

 

㸱  宮⏫ࡢᑠ࣭中学校ࡢ状況࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸱 

   

㸦㸯㸧教育ࡢෆ容 

 

  㸦㸰㸧児童生ᚐ数等ࡢ状況 

 

  㸦㸱㸧学校施設ࡢ状況 

 

㸲  宮⏫ࡢᑠ࣭中学校ࡿࡅ࠾課題࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸷 

 

  㸦㸯㸧高度ࡿࡍ学習ෆ容ࡢ対応特色あࡿ学校教育ࡢ推進 

 

  㸦㸰㸧児童生ᚐ数ࡢ維持適ṇ࡞学校規模ࡢ確保 

 

  㸦㸱㸧老朽ࡀ進ࡴ学校施設ࡢ対応 

 

㸦㸲㸧子ࡕࡓࡶ向ࡁ合う時間ࡢ確保個応ࡓࡌ指ᑟࡢ充実 

 

  㸦㸳㸧教育ෆ容や児童生ᚐࡢ状況応ࡓࡌ指ᑟࡢ対応求ࡿࢀࡽࡵ変革 

 

 

㸳  宮⏫ࡢᑠ中学校ᑠ中୍貫教育ࢆᑟ入ࡿࡍ意義࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭11 

 

㸦㸯㸧ᑠ中୍貫教育ࡣ 

 

㸦㸰㸧ᑠ中୍貫教育ࢆ行う学校ࡣ 

 

㸦㸱㸧ࡢࡽࢀࡇ世ࡢ中ࢆ見据え࡚ 

 

 

 



 

 

㸴  ᑠ中୍貫教育ࡢᑟ入向ࡓࡅ宮⏫ྲྀࡢ࡛ࡲࢀࡇࡢ組13࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡳ 

   

  㸦㸯㸧ᑠ中学校ྲྀࡢ組ࡳ 

 

  㸦㸰㸧宮⏫ᑠ中୍貫教育校ᑟ入検討会ࠊ宮⏫ᑠ中୍貫教育校推進研究会ྲྀࡢ組ࡳ 

 

 

㸵  宮⏫ࡢ考えࡿᑠ中୍貫教育࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭17 

 

  㸦㸯㸧目指ࡍ子ࡶ像 

 

  㸦㸰㸧ᑠ中୍貫教育ࡢෆ容 

 

  㸦㸱㸧学校ࡕࡓࡢ 

 

  㸦㸲㸧地域ࡢわࡾ 

 

  㸦㸳㸧具体的࡞方向性 

 

㸶  ᑠ中୍貫教育校ࢆ実現21࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡵࡓࡿࡍ 

 

  㸦㸯㸧教員ࡢ配置 

 

  㸦㸰㸧教員免許 

 

  㸦㸱㸧学校配置 

 

  㸦㸲㸧施設整備 

 

㸷  学校ࡢ配置࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭23 

   

  㸦㸯㸧ᑠ中୍貫教育ࢆ進ࡿࡵ学校ࡢ組合ࡏ 

 

  㸦㸰㸧通学区域 

 



 

 

  㸦㸱㸧学区 

 

  㸦㸲㸧通学ࡢࡵࡓࡢ対応 

 

10  ㈈政計⏬࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭28 

 

  㸦㸯㸧必要ࡿࢀࡉ学校整備 

 

  㸦㸰㸧必要経費 

 

  㸦㸱㸧㈈源 

 

 ュ࣮࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࣝ30ࢪࢣࢫ  11
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㸯 計⏬ࡢ趣旨 

近ᖺࠊ情報や࣮ࣟࢢバࣝいࡓࡗ社会的変ࠊࡀ人々ࡢ予測ࢆ超え࡚加

㏿度的進展ࡼࡿࡍう࡚ࡗ࡞いࠋࡍࡲ 

 

弱ࡢࢸュニ࣑地域コࡿࡼ࡞進行࡞㏿急ࡢ少子高齢や核家族ࠊࡓࡲ

体や家庭ࡿࡅ࠾教育力ࡢపୗࠊ࡞子ࡃࡲࡾࢆࡶ環境ࡀ様々変ࡋ

࡚いࠋࡍࡲ 

 

国࠾い࡚ࡢࡽࢀࡇࠊࡣ状況対応ࡣࡵࡓࡿࡍ教育制度ࡢ改革ࡀ必要࡛あ

ࡓ新ࢆ義ົ教育学校ࠖࠕ行うࢆᑠ中୍貫教育ࠊࡋ改ṇࢆ学校教育法ࠊ࡚ࡋࡿ

迎え࡚ࢆ転換期࡞ࡁ大ࡀ義ົ教育ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ進ࡀ改革ࡢ࡞ࡿࡅ置付

いࠋࡍࡲ 

 

ᖹ成ࠊ中࡛ࡓࡋうࡑ 31(2019)ᖺ㸲᭶ࠊࡣ文部科学大臣ࡀ中央教育審議会

対ࠊࡋᑠ࣭中࣭高校ࡢ教育ࡢあࡾ方ࡘい࡚ࠊᑠ学校ࡢ教科担任制やᑠ中୍貫

校ࡢᣑ大ࢆ検討ࡼࡿࡍうㅎ問ࡢࡽࢀࡇࠊ࡞ࡿࡍᑠ࣭中学校ࡣ大࡞ࡁ変

 ࠋࡍࡲい࡚ࢀࡽࡵ求ࡀ

 

 神奈川県࠾い࡚ࡣᖹ成 26(2014)ᖺ㸵᭶ࠕᑠ中୍貫教育校ࡢ在ࡾ方検討会

議 方 最ࡾ在ࡢᑠ中୍貫教育校ࡍࡊࡵ࡚ࡋ神奈川県ࠕ翌ᖺ10᭶ࠊࡋ設置ࠖࢆ

終報告  ࠋࡍࡲい࡚ࡋ示ࢆ᭷効性や必要性ࡢᑠ中୍貫教育ࠊ࡚ࡋ࡞ࡿࡵࡲࠖࢆ

 

宮⏫教育委員会࠾い࡚ࠊࡶᖹ成 28(2016)ᖺࠊࡾࡼᑠ中୍貫教育ࡢ研究ࢆ

始ࠋࡓࡋࡲࡵ子ࡾࡼࡕࡓࡶ良い環境ࡾࡼࠊ質ࡢ高い学校教育ࢆ提供ࡓࡿࡍ

 ࠋࡍࡲ考え࡚いࡿ来࡚い時期ࡃ考え࡚いࠊい࡚ࡘ方ࡾあࡢ義ົ教育ࠊࡵ

 

急ົ࡛あࡀࡾࡃ人࡙ࡿ支えࢆ将来ࡢ⏫ࡣい࡚࠾⏫宮ࡴ進ࡀ少子ࠊࡓࡲ

人口減ࡢ若い世௦ࠊࡣࡇࡿࡵ進ࢆ学校教育ࡿ特色あࡢ࡞ᑠ中୍貫教育ࠊࡾ

少歯Ṇࠋࡍࡲࡾࡀ࡞ࡘࡶࡇࡿࡅࢆࡵ 

 

考ࢆ方ࡾあࡢ教育ࡢᑠ࣭中学校ࡢࡽࢀࡇࠊࡣ宮⏫教育委員会࡛ࠊ࡛ࡇࡑ 

えࡿ基本ࠊ࡚ࡋ約 10 ᖺ前ࡽ国࡛進ࡇࡇࠊࢀࡽࡵ数ᖺࡢ県࡛ࡶ積極的ྲྀ組

いࡘᑟ入ࡢᑠ中୍貫教育校ࠖࠕ行うࢆᑠ中୍貫教育ࠖࠕࡿい࡚ࢀࡽࡵ進ࡀࡳ

࡚計⏬ࠕࠊࡓࡋ宮⏫ᑠ中୍貫教育校設置計⏬ࠖࢆ示ࠋࡓࡋࡲࡋࡇࡍ 
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㸰 ᑠ中一貫教育をᑟ入ࡿࡍ背景 

国や県ࡀᑠ中୍貫教育ࢆ推進ࡿࡍ背景ࠊࡣ࡚ࡋᑠ学校ࡽ中学校進学ࡍ

変ࡢ環境ࡿࡼ進学ࠋࡍࡲࢀࡽࡆ挙ࡀい現状࡞い࡚ࡗ࡞滑ࡀ⥆接ࡢ㝿ࡿ

や安ࡣⓏ校ࡢ࡞生ᚐ指ᑟୖ困㞴࡞状況Ⓨ展ࠊࡿࡍいわゆࠕࡿ中㸯ࢠャ

ッࢆࠖࣉ引ࡁ起࡚ࡋࡇいࠋࡍࡲ 

 

宮⏫࠾い࡚ࠊࡶ中学校進学࡚ࡋ⥆⥅ࡶࡽ࡚ࡋ支援ࡀ必要思わࡿࢀ

児童やࠊ中学校進学ࡽ࡚ࡋⓏ校ࡿ࡞生ᚐࠊ個ูࡢ支援ࢆ⥅⥆的必要

体制࡙࡞ࡓ新ࡢࡵࡓࡿ支えࢆ成長ࡢ児童生ᚐ୍人୍人ࠊࡾあࡶ児童生ᚐࡿࡍ

 ࠋࡍࡲい࡚ࡗ࡞必要ࡀࡾࡃ

 

Ⓨ㐩段階ࡢࡶ子ࠊ見据えࢆ㸷ᖺ間ࠊࡣࡵࡓࡿࡍ対処課題࡞うࡼࡢࡇ

応ࡵࡁࡓࡌ細い指ᑟࠊᑠ学校中学校ࡀ連携࣭協力࡚ࡋ学習面や生活面࡛

 ࠋࡍࡲࢀࡽࡵ求ࡀࡇࡿࡓあい支援࡞ࡢ目ࢀษࡢ

 

ョࢩ࣮ࢣュニ࣑コࡿࡼ外国語ࠊ中࡛ࡿࡍ進展㏿急ࡀバ࣮ࣝࣟࢢࠊࡓࡲ

ン能力୍ࠊࡣ部ࡢ企業や職種ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ生涯わࡿࡓ様々࡞場面࡛必要ࡉ

 ࠋࡍࡲࢀࡽࡵ求ࡍࡲࡍࡲ今ᚋࠊࢀ

 

現在学校࡛学ࡪ児童生ᚐࡀ卒業ࡋ活躍ࡿࡍ社会࡛ࠊࡣ多文࣭多言語ࡢ中࡛

国㝿的࡞協調協働ࡀ求ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ外国語ࢆ用い࡚自ࡢࡽ考えࢆ伝えࡾࡓ

互いࡢ考えࢆ理解ࡿࡍࡾࡓࡋ力୍ࡀ層重要ࡀࡇࡿ࡞想定ࠋࡍࡲࢀࡉ 

 

宮⏫࡛ࠊࡣ特色あࡿ学校教育࡚ࡋ英語教育力ࢆ入ࠊࡾ࠾࡚ࢀᑠ学校㸯

ᖺ生ࠊࡽＡＬＴ㸦外国語指ᑟຓ手㸧ࡿࡼ生ࡓࡁ英語教育ࢆ行࡚ࡗいࠋࡍࡲ 

 

ࡗ持ࢆ免許ࡢ中学校英語科ᑠ学校ࠊ見据えࡶ教科ࡢ英語ࡢᑠ学校ࡽࡉ

ࢆ充実ࡢ英語教育ࠊ࡞行うࢆい英語教育࡞ࡢ目ࢀ㸷ᖺ間ษࠊࡋ配置ࢆ教員ࡓ

目指࡚ࡋいࠋࡍࡲ 
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㸱 宮⏫ࡢᑠ࣭中学校ࡢ状況 

㸦㸯㸧教育ࡢ内容 

   宮⏫教育委員会࡛ࠕࠊࡣ宮⏫教育委員会ࡢ教育方針ࠖཬࠕࡧ宮⏫立

学校教育目標ࠖࢆ掲ࢆࢀࡇࠊࡆ実現ࠊࡵࡓࡿࡍ毎ᖺࠕࠊ宮⏫教育委員会基

本方針ࠖࢆ定ࠊࡵ学校ࡿࡅ࠾教育活動ࢆ推進࡚ࡋいࠋࡍࡲ 

 

ᖹ成ࠊࡓࡲ    26(2014)ᖺ施行ࡓࢀࡉ法ᚊ基࡙ࠊࡁᖹ成 27(2015)ᖺ 11

᭶ࠕ宮⏫教育大綱ࠖࢆ策定ࠊࡋᖹ成 31(2019)ᖺ見直ࢀࡇࠋࡓࡋࡲࡋ

推進ࢆ教育ࡢ⏫宮ࠊ࡛ࡢࡶࡃ置࡙ୖࡢ基本方針等ࡓ述先ࠊࡣ

 ࠋࡍ࡛ࡢࡶࡿ࡞指針ࡢࡵࡓࡿࡍ

 

宮⏫ࡢ学校教育ࡢ推進࠾い࡚ࡢࡇࠊࡣ大綱ࡿࡅ࠾大࡞ࡁ目標ࡢ実

現向ࠊࡅ社会開ࡓࢀ教育課程ࡢ⦅成ດࠊࡵ人間尊重ࡢ精神ࢆ基本

学力࡞確ࠕࡓࡋ 心࡞豊ࠕࠊࠖ 体࡞健やࠕࠊࠖ 生ࠕࡓࢀࡢࢫバࣛンࡢࠖ

ࠊࡋ連携家庭や地域ࠊࡣ各学校࡛ࠋࡍࡲい࡚ࡵ進ࢆ教育ࡴ育ࢆ力ࠖࡿࡁ

自ࡽ学ࡧ自己実現ࢆ目指ࡍ児童࣭生ᚐࡢ育成ດ࡚ࡵいࠋࡍࡲ 

 

教育ࡢ児童生ᚐࡿࡍ必要ࢆ充実や支援ࡢ英語教育ࠊえࡲ踏ࢆࡽࢀࡇ   

連携ࡢᑠ࣭中学校ࠊ実施ࡢ授業ࡓࡋ活用ࢆ教育力ࡢ方々ࡢ地域ࠊ充実ࡢ

ࡗ行ࢆࡳ組ྲྀࡢࡵࡓࡿࡵ進ࢆ学校教育ࡿ特色あࠊ࡞推進ࡢ研究活動ࡿࡼ

࡚いࠋࡍࡲ 

 

ࡀ学校運営協議会制度࡚ࡍ立学校⏫ࡾࡼ௧和元(2019)ᖺ度ࠊࡽࡉ   

ᑟ入ࠕࠊࢀࡉコ࣑ュニࠕࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࣮ࠖࣝࢡࢫ࣭ࢸコ࣑ュニࢫ࣭ࢸ

ࡢ保護者や地域ࡓࢀࡉ委嘱ࠊ࡚ࡋ対課題ࡢ学校運営や学校ࠊࡣ࣮ࠖࣝࢡ

方々୍ࡀ定ࡢ権限࡚ࡗࡶࢆ参加ࡿࡍ組࡛ࡳあࠊࡾ学校地域ࡀ協力ࠊࡋ

地域ࡢ子ࢆࡇࡴࡃࡄࡣࢆࡶ目指࡚ࡋいࡢࡇࠋࡍࡲ組ࡳ基࡙ࡁ各学

校ࡣ地域ࡶあࡿ学校࡙ࢆࡾࡃ推進࡚ࡋいࠋࡍࡲ 

 

 

 㸦㸰㸧児童生徒数等ࡢ状況  

減ࡶ児童生ᚐ数ࡿࡅ࠾ᑠ࣭中学校ࠊࡶ人口減少ࡢ⏫ࡢ数ᖺࡇࡇ   

少傾向あࢀࡑࠊࡾ伴い学級数ࡶ減少࡚ࡋいࠋࡍࡲ 
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௧和元(2019)ᖺ㸳᭶㸯日時Ⅼ࡛ࡢ児童生ᚐ数ࡢ状況ࢆ見ࠊࡿᑠ学校࡛

色୍特ࠋࡍࡲい࡚ࡋ減少࡚ࡋ比較昨ᖺ度ࡀ山西ᑠ学校色ᑠ学校୍ࡣ

ᑠ学校ࡇࡇࡣ㸳ᖺ間増加ࠊࡃ࡞ࡀࡇࡓࡋ学級数࠾い࡚ࡶ㸴ᖺ生௨外

各学ᖺࠊࡣい࡚ࡘ山西ᑠ学校ࠋࡍࡲい࡚ࡗ࡞༢級ࡀ学ᖺࡢ 2 ࡎࢫࣛࢡ

௧和ࠊࡀࡍࡲࢀࡉ間維持ࡢࡃࡽࡤࡋࡀ規模ࡢࡘ 17(2035)ᖺ頃ࠊࡽ༢級

 ࠋࡍࡲࢀࡉ予想ࡀ

 

   ୍方࡛ࠊ宮ᑠ学校࠾い࡚ࠊࡣ学区ෆࡿࡅ࠾新࡞ࡓఫ宅地ࡢ開Ⓨ࡞

ࡓࡋ減少㸳ᖺ間ࡇࡇࠊࡾあࡶ状況ࡿ増え࡚いࡀ世ᖏࡿࢀࡉ転入ࡾࡼ

 ࠋࢇࡏࡲࡾあࡀࡇ

 

  中学校ࡘい࡚ࠊࡣ両校ࡶ減少傾向あࠊࡾ宮中学校ࡣ㸳ᖺ間࡛ 59

人ࠊ宮西中学校࡛ࡣ 20 人減少ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋ 

 

中学校ࡘい࡚ࡣ㸯学ᖺ㸰学級௨ୖࡀ望ࡋࡲいࡇ加えࠊ免許外指ᑟ

ࡵࡓࡿࡍࡾࡓࡗ行ࢆ学習指ᑟࡿࡼ授業࡛教科担任ࡢ全࡚ࠊࡾࡓࡋࡃ࡞ࢆ

ࠊ中࡛ࡿࢀࡉいࡋࡲ望ࡀࡇࡿࡍ確保ࢆ㸷学級௨ୖࡶࡃ࡞少ࠊࡣ

宮中学校࡛ࡣ௧和 17(2035)ᖺ頃ࠊ宮西中学校࡛ࡣ௧和 12(2030)ᖺ頃ࡑ

 ࠋࡍࡲࡾあࡀ推計ࡿୗ回ࢆ規模ࡢ

 

国立社会保㞀ࠊࡽࡉ 人࣭口問題研究所ࠕࡢ将来人口推計㸦ᖹ成 25(2013)

ᖺ㸱᭶現在㸧ࠖ 予想ࡀ減少࡞大幅ࠊࡶい࡚ࡘ数ࡢࡶ子ࡢ将来ࡓࡋ推計ࡀ

 ࠋࡍࡲࢀࡉ
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○ ᖹ成31ᖺ㸳月㸯日現在ࡢᑠ࣭中学校࠾けࡿ児童生徒数及び学級数 
   

 㸯ᖺ 㸰ᖺ 㸱ᖺ 㸲ᖺ 㸳ᖺ 㸴ᖺ 特別 計 

宮ᑠ 

児童数 110 102 107 121 90 91 25 646 

学級数 4 3 3 4 3 3 6 26 

一色ᑠ 

児童数 26 19 29 28 32 54 10 198 

学級数 1 1 1 1 1 2 3 10 

山西ᑠ 

児童数 48 49 57 58 69 68 9 358 

学級数 2 2 2 2 2 2 3 15 

ᑠ学校計 

児童数 184 170 193 207 191 213 44 1202 

学級数 7 6 6 7 6 7 12 51 

宮中 

生ᚐ数 121 107 114    8 350 

学級数 4 3 3    3 13 

宮西中 

生ᚐ数 80 102 90    2 274 

学級数 3 3 3    2 11 

中学校計 

生ᚐ数 201 209 204    10 624 

学級数 7 6 6    5 24 

 

○児童生徒数ࡢ推移㸦各ᖺ㸳᭶㸯日現在㸧          㸦人ࠊ％㸧 
 

 ᖹ成 27 ᖺ ᖹ成 28 ᖺ ᖹ成 29 ᖺ ᖹ成 30 ᖺ ᖹ成 31 ᖺ 

 児童数 前ᖺ比 児童数 前ᖺ比 児童数 前ᖺ比 児童数 前ᖺ比 児童数 前ᖺ比 

宮ᑠ 607 △0.7 622 2.5 622 0 645 3.7 646 0.2 

一色ᑠ 276 △4.8 252 △8.3 245 △2.8 207 △15.5 198 △4.3 

山西ᑠ 404 △2.9 407 0.5 401 △2.5 376 △6.2 358 △4.8 

ᑠ学校計 1,287 △2.3 1,281 △0.5 1,268 △1 1228 △3.2 1202 △2.1 

 生徒数 前ᖺ比 生徒数 前ᖺ比 生徒数 前ᖺ比 生徒数 前ᖺ比 生徒数 前ᖺ比 

宮中 409 △3.5 398 △2.7 372 △6.5 358 △3.8 350 △2.2 

宮西中 294 △3.6 275 △6.5 265 △3.3 277 4.5 274 △1.1 

中学校計 703 △3.6 673 △4.3 637 △5.3 635 △0.3 624 △1.7 

ᑠ中合計 1,990 △2.7 1,954 △1.8 1905 △2.5 1,863 △2.2 1826 △2.0 
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児童生ᚐ数ࡢ推移ࣇࣛࢢ㸦推計㸧 

 

 

 
児童数ࡣ௧和㸰ᖺࠊ生ᚐ数ࡣ௧和 7 ᖺ࡛ࡲఫ民票࣮ࢹタࡽ推測 

 タ引用࣮ࢹࡢ国立社会保㞀࣭人口問題研究所ࡣ௨降ࢀࡑ

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500
昭

2
5

昭
3

0

昭
3

5

昭
4

0

昭
4

5

昭
5

0

昭
5

5

昭
6

0

ᖹ
2

ᖹ
7

ᖹ
1

2

ᖹ
1

7

ᖹ
2

2

ᖹ
2

7

ᖹ
3

0

令
2

令
7

令
1

2

令
1

7

令
2

2

令
2

7

令
3

2

令
3

7

令
4

2

ᑠ学校 児童数の推移 宮ᑠ 一色ᑠ 山西ᑠ

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

昭
2

5

昭
3

0

昭
3

5

昭
4

0

昭
4

5

昭
5

0

昭
5

5

昭
6

0

ᖹ
2

ᖹ
7

ᖹ
1

2

ᖹ
1

7

ᖹ
2

2

ᖹ
2

7

ᖹ
3

0

令
2

令
7

令
1

2

令
1

7

令
2

2

令
2

7

令
3

2

令
3

7

令
4

2

中学校 生徒数の推移 宮中 宮西中



7 

 

暴力行Ⅽࠕࡢ児童生ᚐࡿࡅ࠾ෆᑠ࣭中学校㸳校⏫ࠊࡓࡲ ࡵࡌいࠕࠊࠖ ࠕࠊࠖ

Ⓩ校ࠖいう解決࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋい課題ࡢⓎ生状況ࡘい࡚ࡣḟࡾ࠾ࡢ

 ࠋࡍ࡛

 

 ○ᑠ学校ࡢ状況 

 ᖹ成 28 ᖺ度 ᖹ成 29 ᖺ度 ᖹ成 30 ᖺ度 

暴力行為㸦Ⓨ生件数㸧 㸯㸵 㸯 㸱 

いࡵࡌ㸦認知件数㸧 㸳㸯 㸯㸷 㸯㸱 

不Ⓩ校㸦30 日以上欠席者数㸧 㸯㸮 㸷 㸶 

  

○中学校ࡢ状況 

 ᖹ成 28 ᖺ度 ᖹ成 29 ᖺ度 ᖹ成 30 ᖺ度 

暴力行為㸦Ⓨ生件数㸧 㸯㸵 㸱㸰 㸱㸮 

いࡵࡌ㸦認知件数㸧 㸰㸲 㸯㸲 㸳㸳 

不Ⓩ校㸦30 日以上欠席者数㸧 㸰㸳 㸰㸰 㸯㸷 

 

 

㸦㸱㸧学校施設ࡢ状況 

   ⏫ෆᑠ࣭中学校㸳校ࡢ校舎等ࡢ状況ࠊࡣḟࠋࡍ࡛ࡾ࠾ࡢ昭和 40(1965)

ᖺ௦௨前建設ࡓࢀࡉ施設ࡀ半数௨ୖあࠊࡾ宮⏫公共施設再配置関ࡍ

耐用ᖺ数ࡿい࡚ࢀࡉ基本方針࡛示ࡿ 60 ᖺࡀ数ᖺ先迫࡚ࡗいࡿ校舎ࡶあ

完了ࡣい࡚耐震工࠾体育館ࠊ校舎ࡢ࡚ࡍᑠ࣭中学校ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ

࡛ࡍࡽ耐震工ࠊࡢࡢࡶࡿい࡚ࡋ 22 ᖺࡀ経過࡚ࡋいࡿ校舎ࡶあࡲࡾ

 ࠋࡍ

 

࡞ࡿࡍⓎ生ࡀ補修工࡞い突Ⓨ的࡞ࡁ予想࡛ࡶい࡚࠾維持管理ࠊࡓࡲ   

ࡵࡓࡿࡍ維持ࢆ学校施設࡞安全安心ࠋࡍࡲい࡚ࡋᖺ々増加ࡣ対応ࡢࡑࠊ

 ࠋࡍࡲい࡚ࡗ࡞状況࡞急ົࡀࡇࡿࡍ整理ࢆ方ࡾあࡢ施設ࡢ今ᚋࠊ
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○校舎ࠊ体育館ࡢ状況 
 

学校名 棟名 竣工ᖺ㸦西暦㸧 設定耐用ᖺ㸦西暦㸧 耐震工ᖺ 

宮ᑠ 西棟 昭和 46 ᖺ㸦1971㸧 ௧和 13 ᖺ㸦2031㸧 ᖹ成 17 ᖺ㸦2005㸧 

中央棟 昭和 47 ᖺ㸦1972㸧 ௧和 14 ᖺ㸦2032㸧 

ᖹ成 15 ᖺ㸦2003㸧 東棟 昭和 48 ᖺ㸦1973㸧 ௧和 15 ᖺ㸦2033㸧 

体育館 昭和 50 ᖺ㸦1975㸧 ௧和 17 ᖺ㸦2035㸧 

一色ᑠ 棟 昭和 41 ᖺ㸦1966㸧 ௧和㸶ᖺ 㸦2026㸧 ᖹ成 13 ᖺ㸦2001㸧 

༡棟 昭和 45 ᖺ㸦1970㸧 ௧和 12 ᖺ㸦2030㸧 ᖹ成 14 ᖺ㸦2002㸧 

体育館 昭和 48 ᖺ㸦1973㸧 ௧和 15 ᖺ㸦2033㸧 必要ࡋ࡞ 

山西ᑠ 棟 昭和 52 ᖺ㸦1977㸧 ௧和 19 ᖺ㸦2037㸧 ᖹ成㸷ᖺ㸦1997㸧 

༡棟 昭和 52 ᖺ㸦1977㸧 ௧和 19 ᖺ㸦2037㸧 
ᖹ成 10 ᖺ㸦1998㸧 

体育館 昭和 53 ᖺ㸦1978㸧 ௧和 20 ᖺ㸦2038㸧 

宮中 西棟 昭和 44 ᖺ㸦1969㸧 ௧和 11 ᖺ㸦2029㸧 ᖹ成 12 ᖺ㸦2000㸧 

東棟 昭和 35 ᖺ㸦1960㸧 ௧和㸰ᖺ 㸦2020㸧 ᖹ成 11 ᖺ㸦1999㸧 

特ู棟 昭和 60 ᖺ㸦1985㸧 ௧和 27 ᖺ㸦2045㸧 必要ࡋ࡞ 

体育館 昭和 43 ᖺ㸦1968㸧 ௧和 10 ᖺ㸦2028㸧 ᖹ成 11 ᖺ㸦1999㸧 

宮西中 西棟 昭和 55 ᖺ㸦1980㸧 ௧和 22 ᖺ㸦2040㸧 

ᖹ成 18 ᖺ㸦2006㸧 東棟 昭和 56 ᖺ㸦1981㸧 ௧和 23 ᖺ㸦2041㸧 

体育館 昭和 55 ᖺ㸦1980㸧 ௧和 22 ᖺ㸦2040㸧 
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㸲 宮⏫ࡢᑠ࣭中学校࠾けࡿ課題 

社会環境ࡢ変ࡣ多様࡞価値観ࢆ生ࠊࡳ児童生ᚐࡢ課題ࡶ個ูࠊ複雑ࡋ

傾向ࡿࢀ現ࡽప学ᖺࡣ等ࡵࡌいࠊⓏ校や集団適応ࠊࡓࡲࠋࡍࡲい࡚ࡁ࡚

 ࠋࡍࡲい࡚ࡗࡲ高ࡀ必要性ࡢ支援ࡓࡋい୍貫࡞ࡢ目ࢀษࡓࡋ⥆⥅ࠊࡾあ

 

㸦㸯㸧高度化ࡿࡍ学習内容へࡢ対応特色あࡿ学校教育ࡢ推進 

   ᑠ学校ࡿࡅ࠾英語ࡢ教科や全国学力࣭学習状況調査ࠊࡾࡼ࡞地

域や保護者ࡢࡽ児童生ᚐࡢ学力向ୖ対ࡿࡍ意識ࡀ高࡚ࡗࡲいࡿ中ࠊ

宮⏫ࡢ児童生ᚐࡢ学力ࡢ水準ࢆ維持ࡾࡼࠊࡶࡿࡍ高࡚ࡵいࡀࡇࡃ

求ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࢀࡽࡵᑠ学校高学ᖺࠊࡿ࡞ప学ᖺ࣭中学ᖺ比較࡚ࡋ

学習ෆ容ࡀ高度ࠊࡋ授業ࡘい࡚いࡀࡇࡃ㞴ࡋい感ࡿࡌ児童ࡶ増加

児童ࠊ見据えࢆ将来ࠊࡽࡉࠋࡍࡲい࡚ࢀࡽࡵ求ࡀ対応ࠊࡾあ傾向ࡿࡍ

生ᚐࠕࡢ生ࡿࡁ力ࠖࢆ育ࢆࡇࡴ目的ࠊ宮ࡋࡽい特色ࡢあࡿ学校教育

 ࠋࡍࡲࡾ࡞重要ࡀࡇࡃい࡚ࡗ行ࢆ

宮⏫࡛ࡣప学ᖺࡽ英語親ࡴࡋ時間ࢆ授業ࡢ中組ࡳ入ࠊࡾࡓࢀ学

校運営協議会制度ࢆᑟ入࡛ࡇࡿࡍ地域ࡶあࡿ学校ࠊࡾࡓࡋࡊࡵࢆ

様々ྲྀ࡞組࡚ࡋࢆいࡿ࡞ࡽࡉࠊࡀࡍ࡛ࢁࡇࡿ対応ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠋࡍࡲ 

 

 

㸦㸰㸧児童生徒数ࡢ維持適正࡞学校規模ࡢ確保 

   互い影響ࠊࡋษ磋琢磨࡚ࡋいࡃ中࡛ࠊ多様࡞考えや価値観ࢆ理解࡚ࡋ

考え方や課題࡞中࡛様々ࡢ学習ࠊࡾࡓࡗい࡚ࡋ確立ࢆ自己ࡽࡀ࡞ࢀ容ࡅཷ

解決ࡢ手立࡚触࡚ࢀ自己ࡢ学習ࢆ深࡚ࡵいࠊࡣࡵࡓࡿࡍࡾࡓࡗあࡿ程

度ࡢ適ṇ࡞学校規模ࡀ望ࠋࡍࡲࢀࡲ༢級ࡢ進୍ࡴ色ᑠ学校࡛ࠊࡣ遠足ࢆ

㸰学ᖺ合ྠ࡛行うࡢ࡞工夫ࠊࡋࢆ対応࡚ࡋいࡿ現状ࡀあࠋࡍࡲࡾ 

今ᚋ減少ࡀ見込ࡿࢀࡲ児童生ᚐ数ࡢ状況ࢆ踏ࡲえࠊ児童生ᚐ数ࢆ維持ࠊࡋ

 ࠋࡍ必要࡛ࡀࡇࡿࡍ確保ࢆ学校規模࡞適ṇ࡚ࡋい学習環境ࡼࡾࡼ

 

 

㸦㸱㸧老朽化ࡀ進ࡴ学校施設へࡢ対応 

   半数௨ୖࡢ施設ࡀ建設ࡽ 40 ᖺ௨ୖࡀ経過ࡿࡍ現状࠾い࡚ࠊ将来

安ࡀい࡚児童生ᚐ࠾施設࡞安全ࡾࡼࠊ中࡛ࡿ考えࢆ教育ࡢ⏫宮ࡿࡅ࠾

心࡚ࡋ教育ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅཷࢆうࠊ計⏬的整備ࢆ行わࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞

 ࠋࡍࡲࡾあい状況࡞
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㸦㸲㸧子ࡶたち向ࡁ合う時間ࡢ確保個応ࡌた指ᑟࡢ充実 

   学校ࡢ༢級等ࡾࡼ学校配置ࡿࢀࡉ教員数ࡶ減少ࠊࡋ学校行࣐ࡢ

ンネࣜや複数ࡢ教員ࡿࡼ授業ࡀ実践ࡽ࡙ࡋいࠊ࡞教育ෆ容支㞀ࢆ

 ࠋࡍࡲい࡚ࡁ࡚ࡌ生ࡀ状況ࡍࡓࡁ

ࡿࡍ必要ࢆ指ᑟ࣭支援ࡓࡌ応課題や個ࡢ࡞ࡵࡌⓏ校やいࠊࡓࡲ

児童生ᚐࡢ対応ࡀ多様ࡿࡍ中࡛ࠊ教職員ࡀ児童生ᚐ向ࡁ合う時間ࢆ

確保ࡀࡇࡿࡍ困㞴࡞状況࡚ࡗ࡞いࠋࡍࡲ 

 

 

㸦㸳㸧教育内容や児童生徒ࡢ状況応ࡌた指ᑟへࡢ対応求ࡿࢀࡽࡵ変革 

ᑠ学校࠾い࡚ࠊࡣ英語ࡢ教科࣑ࣛࢢࣟࣉࠊンࢢ教育ࡢ推進等ࢀࡇࠊ

ࡁ࡚ࡗ࡞ࡇ行うࢆ教科や指ᑟࡓࡗ࡞い࡚ࢀࡽࡵ求ᑠ学校教員࡛ࡲ

࡚いࠋࡍࡲ 

中学校࠾い࡚ࡣᑠ学校時௦引ࡁ⥆い࡚ࡢⓏ校やⓎ㐩ࡢ課題ࠊ࡞

生ᚐ個々ࡢ課題࡛ࡲࢀࡇ௨ୖ寧࡞対応ࡀ求ࠊࡓࡲࠊࢀࡽࡵ学力向ୖ

 ࠋࡍࡲい࡚ࢀࡽࡵ求ࡀ࡞指ᑟࡿࡏࡉ再定着ࢆ基礎学力ࡵࡓࡢ

義ົ教育࡛ࡲࢀࡇ௨ୖࡀࡇࡢ求ࡿࢀࡽࡵ中ࠊ子ࡾࡼࡕࡓࡶ高い

水準ࡢ教育や個応ࡓࡌ指ᑟࢆ実施ࠊࡣࡵࡓࡿࡍᑠ࣭中学校ࡢ教員ࡑࡀ

必要ࡃい࡚ࡋ支援ࢆ成長ࡢ㸷ᖺ間࡚ࡋ協力࣭協働ࠊࡋ生ࢆ特質ࡢࢀࡒࢀ

 ࠋࡍࡲࡾあࡀ
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㸳 宮⏫ࡢᑠ࣭中学校ᑠ中一貫教育をᑟ入ࡿࡍ意義 

㸦㸯㸧ᑠ中一貫教育ࡣ 

  幼児期ࡿࡅ࠾教育ࡢࡑࠊࡣᚋࡢ学習や人間関ಀ࠾い࡚ࡶ大࡞ࡁ影響ࢆ

えྠࠋࡍࡲ様ࠊᑠ学校ࡿࡅ࠾教育ࠊࡣ中学校௨降ࡢ生活や学習ࡢ基盤

長期ࡾࡼࠊࡋ共᭷ࢆ像ࡶ子ࡁࡍᑠ࣭中学校࡛目指ࠊࡽࡇࡿࡀ࡞ࡘ

的࡞視Ⅼ࡛子ࡀࡇࡴࡃࡄࡣࢆࡕࡓࡶ重要࡛ࠋࡍ 

  ᑠ中୍貫教育ࠊࡣᑠ学校ཬࡧ中学校ࡀ目指ࡍ子ࡶ像ࢆ共᭷ࠊࡋ㸷ᖺ間

い系࡞ࡢ目ࢀษࡓえࡲࡩࢆⓎ㐩段階ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡋ成⦆ࢆ教育課程ࡓࡌ通ࢆ

統的࡞教育ࢆ目指ࡍ教育ࢆいいࠋࡍࡲ 

 

㸦㸰㸧ᑠ中一貫教育を行う学校ࡣ 

  学校教育法規定ࡿࡍᑠ࣭中学校ࡘい࡚ࠊࡣ大ࠕࡃࡁᑠ学校 中学校ࠖࠕࠖ

要࡞様々ࠊ࡞実態ࡢ実情や児童生ᚐࡢ地域ࠊࢀࡉ大ู義ົ教育学校ࠖࠕ

素ࢆ総合的຺案࡚ࡋ設置者ࡢࡀ学校ࢆ設置ࢆࡿࡍ主体的ุ断࡛ࡿࡁ

 ࠋࡍࡲい࡚ࡗ࡞うࡼ

 

義ົ教育学校ࠕࠊࡓࡲ   教ࡿࡅ࠾中学校教育ࡿࡅ࠾ᑠ学校ࠊ࡚ࡌ準ࠖ

育୍ࢆ貫࡚ࡋ行うࠕࡿࡁ࡛ࡢࡇᑠ中୍貫型ᑠ࣭中学校ࠖࡶ制度ࡋࡲࢀࡉ

 ࠋࡍࡲࡾあࡀ必要ࡃい࡚ࡏࡉ向ୖࢆ質ࡢ義ົ教育全体ࠊࡋ活用ࢆ制度ࡢࡇࠋࡓ

 

  ᑠ中୍貫校ࡘい࡚ࠕࠊࡣ施設୍体型 施設形態࡞様々ࠊ施設ศ㞳型ࠖ等ࠕࠖ

実態調査ࠖࡢい࡚ࡘᑠ中୍貫教育等ࠕࡓࡋ実施ࡀ文部科学省ࠋࡍࡲࡾあࡀ

 ࠋࡍࡲい࡚ࢀࡉࡿࢀ表ࡀ成果ࡃࡁ大ࡶ最ࡀ施設୍体型ࠖࠕࠊࡿࡼ

 

 

    

 

 

 

ᑠ学校࣭中学校        ᑠ学校      中学校 

࠙施設一体型ࠚ           ࠙施設分離型ࠚ 

ᑠ࣭中学校ࡢ校舎ࡢ全部     ᑠ࣭中学校ࡢ校舎ࡀ異ࡿ࡞ 

又ࡣ一部ࡀ一体的設置     地域別々設置さ࡚ࢀいࠋࡿ 

 

ᑠ 中 一 貫 教 育 校  ࠾ け ࡿ 施 設 形 態  
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㸦㸱㸧こࡢࡽࢀ世ࡢ中を見据え࡚ 

今ࠊ社会ࡢ流行や価値観ࡣ変わࡾやࡢࡑࠊࡃࡍ先ࢆ読ࠊࡳ予測ࡇࡿࡍやࠊ

あࡿࢀࡩ情報ࡢ中ࡽ必要࡞情報ࢆ見極ࠊࡣࡇࡿࡵ極࡚ࡵ㞴ࡋい状況あ

 ࠋࡍࡲࡾ

 

ษ磋者ࠊ断力やุࡃ基࡙思考力࡞柔軟幅広い知識ࠊ中࡞うࡼࡢࡇ

琢磨ࠊࡘࡘࡋ異ࡿ࡞文や歴史立脚ࡿࡍ人々ࡢ協働ࠊ࡞変対࡚ࡋ

柔軟対応ࡿࡍ能力や困㞴ࡿࢀࡉ象ࢆ主体的乗ࡾ越え࡚いࡢࡵࡓࡃ

力ࡿࡁ生ࠕ ࠊࡋ協働者ࠊ合いࡁ向真摯自ศ自身ࠋࡍࡲࡾ࡞重要ࡀࠖ

自ศࡢ進ࡁࡴ㐨ࢆ模索ࡽࡀ࡞ࡋ未来ࢆษࡾ開い࡚いࡃ力ࡀ求ࠋࡍࡲࢀࡽࡵ 

 

㸦地࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸュニ࣑コࠊࡵࡓࡴࡃࡄࡣࢆ力ࠖࡿࡁ生ࠕ࡞うࡼࡢࡇ

域ࡶあࡿ学校㸧ࢆ土ྎࡓࡋᑠ中୍貫教育ࢆ考えࠋࡍࡲ学校家庭

地域ࡀ手࡞ࡘࢆい࡛子ࢆࡕࡓࡶ育࡚࡚いࠊࡶࡃᑠ࣭中学校ࡢ教職員

い指࡞ࡢ目ࢀษ࡚ࡗ立い࣭学力観ࡽࡡࡢ共通࡚ࡋ見通ࢆ義ົ教育㸷ᖺ間ࡀ

ᑟࢆ行うࠊ࡛ࡇ系統的ࢆࡾࡀ࡞ࡘ࡞持ࡓࡗ質ࡢ高い教育ࡢ実践ࢆ目指ࡲࡋ

 ࠋࡍ
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㸴 ᑠ中一貫教育ࡢᑟ入向けた宮⏫ࡢこ࡛ࡲࢀ  ࡳ取組ࡢ

ᑠ中୍貫ࡢ教育目標ࢆ実現ࠊࡣࡵࡓࡿࡍ義ົ教育㸷ᖺ間୍ࢆ貫ࡓࡋ系統

的࡞カࣜ࢟ュࣛࢆ࣒⦅成ࡀࡇࡿࡍ必要࡛ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡍᑠ中୍貫教育ࢆ実効

性ࡢあ࡚ࡋࡢࡶࡿ実施࡚ࡋいࠊࡣࡵࡓࡃ⦅成ࡓࡋカࣜ࢟ュࣛࡀ࣒日々行

わࡿࢀ授業࡛意識࡚ࢀࡉいࡀࡇࡿ大ษ࡛ࠋࡍ 

ࢆࡇࡢࡘ㸱ࡢ௨ୗࠊࡣ指ᑟࡿい࡚ࡗ行ࡀ教員ࡢ校種ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡓࡲ

㢦ࡢ見えࡿ関ಀࡢ中࡛理解࡚ࡋいࡀࡇࡃ大ษ࡛ࠋࡍ 

 

○児童生ᚐࡢ指ᑟ࠾い࡚ࠊⓎ㐩ࡢ段階対ࡼࡢ࡚ࡋう࡞配慮࡚ࡋࢆ

いࡢࡿ 

○児童生ᚐࡣ何ࡼࡿࡁ࡛ࡀう࡚ࡗ࡞いࡢࡿ 

 ࡢࡿい࡚ࡋ指ᑟ࡚ࡗࡶࢆ目標࡞うࡼࡢ○

 

 

㸦㸯㸧ᑠ࣭中学校ࡢ取組ࡳ 

宮⏫ୖࡣグࡼࡢう࡞考えࠊࡶࡢᖹ成 29(2017)ᖺ度(2018)30ࠊᖺ度ࡢ㸰

ᖺ間ࠊ県ࡢᑠ中୍貫教育推進業ࡢ委クࠊࡅཷࢆ⏫立学校࡛ᑠ中୍貫ࡢ教育

 ࠋࡓࡋࡲࡵ進ࢆ研究ࡢࡵࡓࡿࡍ実現ࢆ

 

ձ ᑠ࣭中学校࠾けࡿ教員ࡢ相互乗ࡾ入ࢀ指ᑟ 

研究ࢆ委クࡓࢀࡉ㸰ᖺ間ࠊ中学校英語科教員㸯ྡࠕࡀᑠ中୍貫教育英語科

指ᑟ研究員ࠖࠊ࡚ࡋᑠ学校࡛様々࡞英語活動ࢆ実践ࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡋᖹ成

29 ᖺ度ࡣᑠ学校ࡽ中学校ࡢ乗ࡾ入ࢀ指ᑟࢆ試行ࠋࡓࡋࡲࡋ 

乗ࡾ入ࢀ指ᑟࠊࡣ教員ࡀ異校種ࡢ学校赴ࠊࡁ実㝿授業ࠊࡾࡓࡋࢆ異

校種ྠ士ࡢ教員ࡀ協働࡚ࡋ授業࡙ࠊࡾࡓࡋࢆࡾࡃ指ᑟ方法や指ᑟෆ容ࢆ自校

 ࠋࡍࡲࡋࡉࢆ活動全般ࡢ等ࡿࡍ活用ࡾᖐࡕ持

 

㸦㸧ᑠ中୍貫教育英語科指ᑟ研究員ࡢ活動 

࣭ᑠ学校教員ࢆ対象外国語活動関わࡿ研修会ࢆ開催ࠋࡿࡍ 

࣭⏫ෆࡢ㸱ᑠ学校࠾い࡚ࡢ授業ࢆ学級担任やＡＬＴࡀ参観ࠋࡿࡍ 

࣭学級担任ࡀ中心࡚ࡗ࡞行う授業ࢆᑠ中୍貫教育英語科指ᑟ研究員ࡀ

サࠋࡿࡍࢺ࣮࣏ 

࣭学級担任࡛ࡳࡢ行う授業ࡢ授業࡙ࡽࡾࡃ打合ࠊࡏ授業ෆ࡛ࡢサࠊࢺ࣮࣏

振ࡾ返ࡾ等ࢆ行うࠋ 

࣭各学ᖺ࡞ࡲࡊࡲࡉࡢ授業や朝ࡢ会等ࡢ参観ࠋ 

࣭行等ࡢ積極的࡞参加ࠋ 
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㸦㸧ᑠ中୍貫教育英語科指ᑟ研究員ࡢ活動ࡿࡼ効果 

 ࣭学級担任ࡢ授業対ࡿࡍ安軽減や授業力ࡢ向ୖࠋ 

 

 

ᖹ成 30(2018)ᖺ㸴᭶行ࡓࡗンࠊ࡛ࢺ࣮ࢣ㺀㸱㺃㸲ᖺ生何ࡼࡢࢆ

う指ᑟࡼࡽࡓࡋいわࡎࡽ安ࡔ㺁いう項目対࡚ࡋ㸳段階࡛聞い

ࡢ全学級担任ࠊࢁࡇࡓ 回答う思う㺁ࡑあࡲ㺀ࡣう思う㺁又ࡑ㺀ࡀ71.8％

ᖹ成ࠊࡀࡓࡋࡲい࡚ࡋ 31(2019)ᖺ㸰᭶ྠ様ࡢンࢆࢺ࣮ࢣ行ࡇࡓࡗ

何ࠊ時ࡓࡗ࡞㺀㸳㺃㸴ᖺ生࡛教科ࠊ様ྠࠋࡓࡋࡲࡋ減少43.6％ࠊࢁ

ࠊࡣ࡚ࡋ対いう項目㺁ࡔ安ࡎࡽわいࡼࡽࡓࡋ指ᑟうࡼࡢࢆ

㸴᭶ࡣ ࡚ࡋ回答う思う㺁ࡑあࡲ㺀ࡣう思う㺁又ࡑ㺀ࡀ学級担任ࡢ69.2％

いࠊࡀࡓࡋࡲ㸰᭶ࡣ 㸳㺃㸴ᖺࠊࡣ傾向ࡢࡇࠋࡓࡋࡲい࡚ࡋ減少58.9％

生ࡢ学級担任࡛ࡽࡉࠊࡣ㢧著࡞結果(61.6％→38.5％)ࠊࡾ࡞授業ࢆ行

う㝿ࡢ自信ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡆ࡞ࡘ考えࠋࡍࡲࢀࡽ 

 

 

 

 

 

10.3%

41.0%

33.3%

30.8%

30.8%

17.9%

20.5%

5.1%

5.1%

5.1%

㸱㺃㸲ᖺ生何ࡼࡢࢆう指ᑟࡼࡽࡓࡋいわࡎࡽ安ࠋࡔ

う思うࡑ う思うࡑあࡲ ࡶࡽࡕ

言え࡞い

あࡑࡾࡲう

思わ࡞い

い࡞う思わࡑ

17.9%

41.0%

41.0%

28.2%

17.9%

15.4%

17.9%

10.3%

5.1%

5.1%

㸳㺃㸴ᖺ生࡛教科ࡓࡗ࡞時㺂何ࡼࡢࢆう指ᑟࡼࡽࡓࡋいわࡽ

㹿ࡔ安ࡎ

H.30.6

H.31.2 

H.30.6

H.31.2 
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㸦ウ㸧ᑠ学校教員ࡢ乗ࡾ入ࢀ指ᑟ  

࣭教員免許ࡢ課題やᑠ࣭中学校ࡢ日課時間ᖏࡶࣞࢬࡢあࠊࡾ効率的乗

ࡇࡃ行中学校ࡀᑠ学校教員ࠊࡀࡓࡋ困㞴࡛ࡀࡇࡿࡵ進ࢆ指ᑟࢀ入ࡾ

ࡢࡇࡍ生指ᑟࡢᑠ学校࡛ࠊࡋい࡚理解ࡘ指ᑟ法等ࡢ中学校࡛

 ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞良い機会ࡿࡁ࡛

   

ղ 㸷ᖺ間を見通ࡋたᑠ中一貫カࣜキュࣛムࡢ作成を通ࡋたᑠ࣭中学校教員

 相互理解ࡢ

⏫ෆࡢᑠ࣭中学校全教員10ࠊࡀ 教科等ศࡓࡅワ࣮࢟ンࡢࣉ࣮ࣝࢢࢢいࡎ

㸷ᖺ間ࠊ行いࢆ研究࣭協議࡞い࡚専門的ࡘ成⦆ࡢ教育課程ࠊࡋ所属ࢀ

教員ࡢ異校種ࠋࡍࡲい࡛ࢇ組ࡾྲྀ作成ࡢ࣒ュࣛ࢟ᑠ中୍貫カࣜࡓࡋ見通ࢆ

ྠ士࡛学習指ᑟ要領ࢆ研究ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࡍ授業公開࣭参観ࢆ行いࠋࡓࡋࡲ 

ࡓࡋ見通ࢆ㸷ᖺ間ࠊࡋ理解ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ縦ࡢ新学習指ᑟ要領ࠊ過程࡛ࡢࡇ

指ᑟࢆ意識ࡼࡿࡍうࡾྲྀ組ࠋࡓࡋࡲࡳ 

 

●ワ࣮࢟ンࡢࣉ࣮ࣝࢢࢢ活動ࡢ成果 

࣭ᑠ学校中学校ࡢ教員ࡀ㢦ࢆ合わࡿࡏ機会ࡀ増加ࠋࡓࡋ 

࣭ᑠ学校࣭中学校ࡢࢀࡒࢀࡑ具体的࡞学習ෆ容や児童࣭生ᚐࡘࡁࡎࡲࡘࡢ

い࡚情報共᭷ࠋ 

࣭ᑠ学校ࡢ教員ࡀ送ࡾ出ࡓࡋ子ࡢࡶ成長気ࡀ付ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡃ 

࣭中学校ࡢ教員ࡀᑠ学生ࡢ力気ࡀ付ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡃ 

 

 

࡞良い機会ࡢ相互理解ࡾあࡀ交流ࡢいᑠ࣭中学校教員࡞࡛ࡲࢀࡇ

い࡚理ࡘࡾࡀ࡞ࡘࡢ縦ࡓࡗ࡞い࡚ࢀࡉ意識࡛ࡲࢀࡇࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡾ

解ࢆ深ࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ授業公開࣭授業参観ࠊࡣ教員ࡀ異校種ࡢⓎ

㐩段階や授業ෆ容ࠊ指ᑟ方法等ࢆ知ࡿ良いࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡾ࡞ࡅࡗࡁ

学習指ᑟ要領ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡾࡼ校種࡛身付ࡓࡅ力ࢆ把握ࡓࡋ教師ࡓ

ࡇࡿࡍ意識ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢࡧ学࡚ࡗ持ࢆ実感࡚ࡋ通ࢆ姿ࡢ児童࣭生ᚐࠊࡀࡕ

ࡵࡓࡢࡑࠋࡍࡲࢀࡽ考えࡿ࡞ࡇࡘ役立教育実践ࡢ日々ࠊࡣ

育ࠊ像ࡶ子ࡍ目指ࠊ実態ࡢ児童࣭生ᚐࠊ相互ࡀ教員ࡢᑠ࣭中学校ࠊࡶ

㸷ᖺࠊࡋ把握ࢆ課題等現状ࡢ各校種࡛ࠊ行いࢆい࡚協議ࡘい力等ࡓ࡚

間ࢆ見通ࡓࡋカࣜ࢟ュࣛࢆ࣒作成ࠊࡢࡵࡓࡿࡍ寧࡞情報共᭷ࡇࡿࡍࢆ

 ࠋࡍࡲいえࡔ大ษࡣ
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㸦㸰㸧宮⏫ᑠ中一貫教育校ᑟ入検討会ࠊ宮⏫ᑠ中一貫教育校推進研究会ࡢ取組ࡳ 

宮⏫教育委員会࡛ࠊࡣ義ົ教育期間㸷ᖺ間ࢆ見通ࡓࡋᑠ中୍貫教育ྲྀࡢ

ᖹ成ࠊࡵࡓࡢ検討ࡢᑠ中୍貫教育校ᑟ入ࡓࡅ向将来ࠊࡳ組ࡾ 29(2017)ᖺ度

宮⏫ᑠ中୍貫教育校ᑟ入検ࠕࡓࡋンバ࣮࣓ࢆ校長先生ࡢ宮⏫立学校ࡣ

討会㸦௨ୗࠕ検討会ࠖいうࠋ㸧ࠖ ࡧ適ṇ規模並ࡢ宮⏫立学校ࠊࡋ設置ࢆ

適ṇ配置ࡘい࡚ࡢ条件ࢆ整理ࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡋᖹ成 30(2018)ᖺ度ࠊࡣ地域

௦表ࡢ方々ࠊ保護者௦表ࡢ方々ࠊᑠ࣭中学校௦表ࡢ校長ࠊ᭷識者࣓ࢆンバ࣮

ࡋ 研究会ࠕ宮⏫ᑠ中୍貫教育校推進研究会㸦௨ୗࠕ࡚ 㸧ࠖࠋいうࠖ ࠊࡋ設置ࢆ

整理ࡓࢀࡉ条件ࢆ基ࠊ児童生ᚐࡢ学習環境ࢆ改善ࡿࡍ観Ⅼࠕࠊࡽᑠ中୍貫教

育ࢆ行うࡵࡓ適ࡓࡋ学校配置関ࡇࡿࡍ ࡢ学区ࡧ適ṇཬࡢ学校規模ࠕࠊࠖ

再⦅関ࡘࠖࡇࡿࡍい࡚ࠊ実現ࡢࡵࡓࡿࡍ具体的࡞ෆ容ࡘい࡚ࠊ研究ࢆ

進ࠋࡓࡋࡲࡵ 

 

 研究会ࡣḟࡢ㸲ࢆࡘ結論付ࠋࡓࡋࡲࡅ 

 

࣭児童生ᚐࠊࡀ集団ࡢ中࡛多様࡞考え触ࠊࢀ認ࡵ合いࠊ協力ࡋ合いࠊ

ษ磋琢磨ࢆࡇࡿࡍ通ࠊ࡚ࡌ思考力や表現力ุࠊ断力ࠊ問題解決能力

規模ࡢ定୍ࠊࡣࡵࡓࡿࡏࡉ付身ࢆ社会性や規範意識ࠊࡳ育ࢆ࡞

 ࠋࡇࡿࡍ確保ࢆ児童生ᚐ集団ࡢ

 

࣭経験ᖺ数ࠊ専門性ࠊ男女比等ࡘい࡚バࣛンࡓࢀࡢࢫ教職員集団ࢆ

配置ࡶࡇࡿࡍ求୍ࠊࡣࡵࡓࡢࡽࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ定ࡢ学校規模

 ࠋࡇࡿࡍ確保ࢆ

 

࣭新ࡋい学習指ᑟ要領ࠊࡀᑠ学校࡛ࡣ௧和㸰(2020)ᖺ度ࠊࡽ中学校࡛

ࠊえࡲ踏ࢆࡇࡿࢀࡉ完全実施ࢀࡒࢀࡑࠊࡽ௧和㸱(2021)ᖺ度ࡣ

宮⏫ࡀ進ࡿࡵ義ົ教育期間㸷ᖺ間ࢆ見通ࡓࡋᑠ中୍貫教育ࡾྲྀࡢ組ࡳ

 ࠋࡇࡿࡍ推進ࡽࡉࢆ

 

࣭既存ࡢ学校施設ࢆ活用ࢆࡇࡿࡍ前提ࠊ࡚ࡋ児童࣭生ᚐ数ࡢ推移຺ࢆ

案ࡋ施設୍体型ᑠ中୍貫教育校(㸰校)ࢆ設置ྍࡀࡇࡿࡍ能ࡿ࡞௧和

12(2030)ᖺ頃ࢆ目途ࠊ㸷ᖺ間ࢆ見通ࡓࡋカࣜ࢟ュࣛࡿࡼ࣒ᑠ中୍貫

教育ࢆ進ࠊࡢࡵࡓࡿࡵ施設୍体型ᑠ中୍貫教育校ࡢ設置ࢆ目指ࠋࡇࡍ 
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㸵 宮⏫ࡢ考えࡿᑠ中一貫教育 

変や安ࡢ環境ࡢ中学校進学時ࠊࡢࡢࡶࡓࡗあࡣ連携ࡢᑠ࣭中学校間ࠊࡣ教育ࡢ࡛ࡲࢀࡇ

 ࠋࡓࡋࡲいࡶࡕࡓ生ᚐࡿࡌ感ࢆ段差ࡢࠖࣉャッࢠ中㸯ࠕࠊࡃࡁ大ࡀ࡞

 

ᑠ中୍貫教育ࡣ㸷ᖺ間ࢆ見据えࠊᑠ࣭中学校୍ࡀ体ࡾ࡞学習面や生活面࡛ࡢ指ᑟや支援あ

ࡾྲྀ部ศ的ࢆ教科担任制ࡽ㸳ᖺ生ࠊࡣい࡚࠾ᑠ学校ࡿあࡢい差異ࡋ著成長ࡢ心身ࠊࡾࡓ

入ࠊ࡞ࡿࢀ子ࡢࡶⓎ㐩段階あࡓࡗ指ᑟ࣭支援ࢆ行う工夫ࡾྲྀࢆ入ࡇࠋࡍࡲࡁ࡛ࡶࡇࡿࢀ

ࡗࡁࡍಁࢆ成長ࡾࡼࡀ中学校進学ࠊࢀࡉ和⦅ࡶࠖࣉャッࢠ中㸯ࠕࡓい࡚ࡌ感࡛ࡲᚑ来ࠊࡾࡼࢀ

 ࠋࡍࡲ得ࡾ࡞ࡶࡅ
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ࡑࠊࡀ児童生ᚐࡢ࡚ࡍࡢ࡛ࡲ中学校㸱ᖺ生ࡽᑠ学校㸯ᖺ生ࠊうࡼࡢࡇ 

ࡇ࡞うࡼࡢ௨ୗࠊࡣࡵࡓࡿ作ࢆ環境ࡿࢀࡽࡅཷࢆ指ᑟࡓࡌ応段階ࡢࢀࡒࢀ

 ࠋࡍࡲ考えࡿ重要࡛あࡀ

 

 ◯ᑠ࣭中学校ࡢ㸷ᖺ間࡛ࡾࡲࡲࡦ捉えࡌྠࡓ教育目標㸦義ົ教育修了

段階࡛身付ࡓࡏࡉࡅい力㸧ࠊࡶࡢᑠ࣭中学校ࡢࢀࡒࢀࡑࡿࡅ࠾Ⓨ㐩

段階応ࡍࡊࡵࠕࡓࡌ子ࡶ像 ࠊ人㸦教職員ࡢ全࡚ࡿ関わᑠ࣭中学校ࠖࢆ

保護者ࠊ地域ࡢ方々㸧ࡀ共᭷ࠋࡇࡿࡍ 

 ○校種間ࡢ滑࡞接⥆࣭連携ࡢ観Ⅼࡽ重視࡚ࢀࡉいࡿ学習指ᑟ要領ࡢ趣᪨

子ࡿࡍ成長連⥆的࡛ࡲ中学校㸱ᖺ生ࡽᑠ学校㸯ᖺ生ࠊえࡲ踏十ศࢆ

ࡇࡿࡍ成⦆ࢆ教育課程࡞系統的ࡓࡋ㸷ᖺ間୍貫ࠊࡽࡀ࡞ࡋ見通ࢆ姿ࡢࡶ

 ࠋ

 ○学校生活ࡢ中࡛指ᑟあࡿࡓ教職員ࠊࡀ義ົ教育㸷ᖺ間ཬࡢࡑࡧ前ᚋ࠾

 ࠋࡇࡴ組ྲྀ教育実践ࠊࡋ理解ࢆ教育活動ࡿࡅ

 

 ࠋࡓࡋࡲࡵࡲうࡼࡢ௨ୗࢆᑠ中୍貫教育ࡿ考えࡢ⏫宮ࠊࡶࡢ考えࡢࡇ

 

㸦㸯㸧目指ࡍ子ࡶ像 

 

 

㸦㸰㸧ᑠ中一貫教育ࡢ内容 

  ձ 児童࣭生徒間ࡢ交流 

学校行や部活動ࢆ࡞通ࠊ࡚ࡋ児童生ᚐࡀ交流ࢆ持ࠊ࡛ࡇࡘᑠ学

生ࡣ中学生いう明確࡞目標ࢆ作ࡀࡇࡿ期待ࠊࢀࡉ中学生ࡣ自

己᭷用感や思いやࡢࡾ心ࢆ強ࡀࡇࡿࡵ期待ࠋࡍࡲࢀࡉ 

ࡶࡇ合うࢀ触人格࡞多様ࠊࡾࡼࡾ関わࡢ幅広いᖺ齢層ࠊࡓࡲ

 ࠋࡍࡲࡁ࡛

 

・ 自Ўの心↗身体↚まっすぐ↚向き合い⅚自Ўの良さを発揮し⅚

自己実現↖き↺子↘も⅛ 

࣭ 多様↙価値観を大Џ↚し⅚互いの良さを引き出しあい⅚主体的

↚他者↗協働↖き↺子↘も⅛ 

࣭ 二宮↚愛着↗誇↹を持ち⅚社会↚貢献↖き↺子↘も⅛ 
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ղ ᑠ࣭中学校ࡢ教員ࡢ相互乗ࡾ入ࢀ指ᑟ 

相互乗ࡾ入ࢀ指ᑟࠊࡣᑠ࣭中ࡢ教員ࡀ児童࣭生ᚐࡢ実態ࡘい࡚実

感ࢆ伴࡚ࡗ理解ྍࡀࡇࡿࡍ能ࠊࡾ࡞日々ࡢ授業ࡢ中࡛行わࡿࢀ指

ᑟや児童࣭生ᚐ指ᑟ変ࠋࡍࡲࡋࡽࡓࡶࢆᑠ学校࠾い࡚ࠊࡣ行ࡗ

࡚いࡿ学習ࡀ中学校࡛ࡼࡢうⓎ展࡚ࡋいࢆࡢࡃ見通ࡓࡋ指ᑟ

い࡚ࡡ重ࡳえ࡚積ࡲ踏ࢆࡧ学ࡢᑠ学校࡛ࠊࡣい࡚࠾中学校ࠊࡾ࡞

応個ࠊࡣ指ᑟࢀ入ࡾ乗ࡿࡅ࠾支援教育ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࡞指ᑟࡃ

ࣈࢩ࣮ࣝࢡンࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࡁ࡛⥆⥅㸷ᖺ間ࢆい支援࡞目ࢀษࡓࡌ

教育ࡾࡼࢆ効果的ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡶࡇࡿࡍ 

 

ճ 校種相互ࡢ授業公開࣭参観 

異校種ࡢ授業参観ࡣ教員ࠊ࡚ࡗ特児童࣭生ᚐࡢ様子等ࢆ通࡚ࡋ

学ࡀࢁࡇࡪ大ࠊࡃࡁ資料や話ࡋ合いࡣ࡛ࡽࡅࡔ得࡞ࢀࡽいࠊ実㝿ࡢ

状況ࢆ直感ࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿྲྀࡿࡌ実態即ࡓࡋ相互理解ࡽࡉࢆ深ࡵ

自校ࠊ࡛ࡇࡿ知ࢆ様子等ࡢ授業ࡢ異校種ࠊࡽࡉࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿ

考え࡚いࢆࡾࡃ授業࡙ࡓࡋ意識ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢᑠ࣭中ࠊࡾ返ࡾ振ࢆ授業ࡢ

 ࠋࡍࡲ得ࡾ࡞い機会ࡼࡢࡵࡓࡃ

 

 

㸦㸱㸧学校ࡢ形態 

ձ 分離型ᑠ中一貫校 

ศ㞳型ᑠ中୍貫校࡛ᑠ࣭ 中学校ࡢ教員ࡀ相互乗ࡾ入ࢀ指ᑟࡿࡍࢆ場

合ࠊࡣ学校間ࡢ移動時間ࡇࡿࡀやࠊᑠ࣭中学校ࡢ日課時間ᖏ

ࠊࡣࡿࡍ解決ࢆ課題ࡢࡽࢀࡇࠋࡍࡲࡾあࡀ課題ࡢ等ࡇࡿあࡀࣞࢬࡢ

教員ࢆ増やࡇࡍやࠊ教職員ࡢෆ容ࢆ精選ࡢ࡞ࡿࡍ改善ࡀ必要

 ࠋࡍࡲࡾ࡞

 

ղ 一体型ᑠ中一貫校 

୍体型ᑠ中୍貫校ࡣ授業ࡢ準備ࢆᑠ࣭ 中学校ࡢ教員ࡀ協力࡚ࡋ行うࡇ

日常ࢆ࡞ࡾ返ࡾ授業参観や振ࡢ相互ࠊ研修会ࡢ࡚ࡋ講師ࢆ教員ࠊ

的行うྍࡀࡇ能ࠊࡾ࡞ᑠ中୍貫教育ࡢ利Ⅼࢆ生ࡲࡁ࡛ࡀࡇࡍ

 ࠋࡍ
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㸦㸲㸧地域ࡢわࡾ 

宮⏫立ࡢᑠ࣭中学校ࡣ学校運営協議会制度ࢆᑟ入ࠊࡋ地域ࡶ子

義ࠊࡣᑠ中୍貫教育࡛ࠋࡍࡲい࡚ࡋ目指ࢆ学校教育ࡃ育࡚࡚いࢆࡕࡓࡶ

ົ教育㸷ᖺ間ࢆ地域ࡶ見据えࠊ子ࠋࡍࡲࡾ࡞ࡇࡴࡃࡄࡣࢆࡕࡓࡶ 

୍方࡛ࠊᑠ中୍貫教育校ࢆᑟ入ࡿࡍあࠊࡾࡓᑠ࣭中学校ࡢ再配置ࡣ避

ࠋࡍࡲࡾ࡞課題࡞ࡁ大ࡀࡋ見直ࡢ通学区域ࠊࡾ࡞ࡢࡶい࡞ࢀ通ࡣ࡚ࡅ

児童生ᚐࡢ移動手段ࡶ含ࠊࡵ地域ࡢ繋ࡀࡾࡀ大ࡁい現在ࡢᑠ学校区࠾

い࡚ࠊ地域ࡢ方々ࡢ意見ࢆ伺いࠊࡽࡀ࡞慎重進࡚ࡵいࡃ必要ࡀあࠋࡍࡲࡾ 

 

 

㸦㸳㸧具体的࡞方向性 

学校ࡣ各地域࠾い࡚ࠊ広域避㞴所指

定࡞ࡿࢀࡉ防災ࢆ始ࡓࡋࡵコ࣑ュニࢸ

ࡶ今ᚋࠊࡀࡍࡲい࡚ࡋ機能ࡶ࡚ࡋ核ࡢ

老ࠊ中࡛ࡿࢀࡉ想定ࡿࡍ減少ࡀ人口ࡢ⏫

朽ࡢ進ࡴ㸳ࡢࡘ学校ࢆ維持ࡇࡿࡅ⥆ࡋ

࡞ࡇࡍ残ࢆ㈇担࡞ࡁ大世௦ࡢ将来ࠊࡣ

宮⏫教育委ࠊࡅཷࢆࡇࡢࡽࢀࡇࠋࡍࡲࡾ

員会࡛ࠊࡣ学校施設数ࢆ段階的減࡚ࡋࡽい

前ࢆࡇࡿࡍ活用ࢆ学校施設ࡢ既存ࠊࡘࡘࡁ

提ࠊ࡚ࡋ施設୍体型ᑠ中୍貫教育校ࡢ設置

 ࠋࡓࡋࡲࡋࡇࡍ目指ࢆ

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᑠ㸸宮ᑠ学校  ୍ᑠ㸸୍色ᑠ学校 

山ᑠ㸸山西ᑠ学校  中㸸宮中学校 

西中㸸宮西中学校 
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㸶 ᑠ中一貫教育校を実現ࡿࡍたࡵ 

㸦㸯㸧教員ࡢ配置 

   ᑠ࣭ 中学校ࡢ教員ࡢ相互乗ࡾ入ࢀ指ᑟࠊࡣᑠ学校ࡿࡅ࠾教科担任制やࠊ

中学校ࡿࡅ࠾ᑠ学校教ㅍࡿࡼ部活動ࡢ指ᑟ࡞様々ྍ࡞能性ࡀあࠊࡾ

ᑠ࣭中学校ࡢ教職員࠾ࡀ互いࢆ支援ࡋ合えࡿ側面ࡶあࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ運動

会や合唱コンࡢ࡞࣮ࣝࢡ学校行୍ࡢ部ࢆ合ྠ࡛行う等ྍࡢ能性ࡶ生ࡲ

 ࠋࡍࡲࢀ

࡛ࡲࢀࡇࠋࡍྍḞ࡛ࡀ意識改革ࡢ教職員ࠊࡣ行うࢆ活動࡞うࡼࡢࡇ   

必要ࡀい感覚ࡋ新ࡿ見据えࢆ㸷ᖺ間ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࡍ維持ࢆ指ᑟ࣭支援ࡢ

 ࠋࡍࡲࡾ࡞

   施設୍体型ᑠ中୍貫教育校࡛あࠊࡤࢀᑠ中୍貫教育ࡀ比較的行いやࡍい

環境言えࠊࡀࡍࡲศ㞳型ᑠ中୍貫校࡛ࡼࡢࡇう࡞活動ࢆ行うࠊࡣࡵࡓ

教職員や児童生ᚐࡢ移動時間ࡢ確保等ࡢ課題ࡀあࡢࡽࢀࡑࠋࡍࡲࡾ課題

対処ࠊࡣࡿࡍ教員ࡢ増員や教職員ࡢ働ࡁ方ࢆ改࡚ࡵ考え精選࡚ࡋいࡃ必

要ࡀあࠋࡍࡲࡾ 

 

 

㸦㸰㸧教員免許 

   幼稚園ࠊᑠ学校ࠊ中学校ࠊ高等学校ࡢ教員ࠊࡣ原則ࠊ࡚ࡋ学校ࡢ種類

ࡢ学校ࡣ教員ࡢ高等学校ࡣ中学校又ࠊࡓࡲࠋࡍ必要࡛ࡀ教員免許状ࡢࡈ

種類ཬࡧ教科ࡢࡈ教員免許状ࡀ必要࡛ࠊࡋࡔࡓࠋࡍ異校種࡛授業ࡁ࡛ࡀ

 ࠋࡍࡲࡾあࡶ例外ࡢࡘࡃいࡿ

 例㸧 

࣭中学校理科ࡢ教員免許状ࢆ持ࡘ教員ࠊࡣᑠ学校࡛理科ࡢ担任ࡇࡿࡍࢆ

ࡿࡍ関連理科ࡿࡅ࠾時間ࡢ学習࡞総合的ࠊࡓࡲࠋࡍ能࡛ྍࡀ

項ࡢ担任ྍࡀ能࡛ࠋࡍ 

   ࣭中学校英語ࡢ教員免許状ࢆ所᭷ࡿࡍ者ࠊࡳࡢᑠ学校ࡢ外国語活動ࡢ担

任ྍࡀ能࡛ࠋࡍ 

   相࣭当ࡢ教員免許状ࢆ所᭷ࡿࡍ教員常時୍⥴授業携わࡿ場合ࠊࡣ

教員免許状ࡣ必要あࠋࢇࡏࡲࡾ 
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㸦㸱㸧学校配置 

   少子問題ࡶ対応ࡓࡋ適ṇ規模࡛ࡢ学校施設配置ࢆ考えࠊ施設୍体型

ᑠ中୍貫校ࢆ作ࠊࡵࡓࡿ学校配置ࡘい࡚ࡶ見直ࡍ必要ࡀあࠋࡍࡲࡾ 

 

 

㸦㸲㸧施設整備 

   今あࡿ学校施設ࢆ施設୍体型ᑠ中୍貫校ࡿࡍ㝿ࠊࡣ黒板やࡢࣞࢺ高

 ࠋࡍࡲࡾあࡀ必要ࡃい࡚ࡋ整備ࡉࡁ大࡞適ษࠊ࡞ࡉࡁ大ࡢ体育館ࠊࡉ
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㸷 学校ࡢ配置 

学校୍ࠊࡣ定ࡢ教育目的ࢆ実現ࠊࡵࡓࡿࡍ教師ࡀ児童生ᚐ組織的ࠊ計⏬的

児童生࡞多様ࠊࡣ࡚ࡗあ場ࡢ公教育特ࠊࡾ行う場所࡛あࢆ⏬計࡞系統的

ᚐࡀ学習集団࡚ࡋ在ࠊࡾ日々ࡢ学習活動や人ࡢわࡢࡾ中࡛࠾ࠊ互い

 ࠋࡍࡲࢀࡽࡵ求ࡀࡇࡃい࡚ࡋ成長ࡽࡀ࡞ࡋษ磋琢磨

 

ᑠ中ࠊࡶࡍࡽ減ࢆ学校施設数段階的ࠊࡣ宮⏫教育委員会ࠊ࡛ࡇࡑ

୍貫教育ࢆᑟ入ࠊࡵࡓࡿࡍ௨ୗࡼࡢう࡞理由10ࠊ࡚ࡗࡼ ᖺᚋ施設୍体型ᑠ

中୍貫校ࢆ㸰ࡢࡑࠊࡋࡘ㝿使用ࡿࡍ校舎୍ࡣ色ᑠ学校宮中学校ࡿࡍ計

ࠊࡋ案຺ࢆ児童生ᚐ数ࠊࡣ前段階ࡿ絞ࡘ㸰ࢆ学校施設ࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲ࡚ࡓࢆ⏬

ᑠ中୍貫教育ࢆ᪩い段階࡛実現࡛ࡼࡿࡁう考えࠋࡓࡋࡲ 

 

࣭急激学校施設ࢆ減ࡲࡋ࡚ࡋࡽうࠊ地域ࡢᣐⅬ୍ࡀ度減ࡲࡋ࡚ࡗい変

ࡢ対応ࡀ㞴ࡋいࠋ 

࣭地域全体ࡢバࣛンࢆࢫ考えࡿ宮⏫ࡢ༡ࡢᣐⅬ୍࡚ࡋ色ᑠ学校

宮中学校ࡢ配置ࡣ妥当࡛あࠋࡿ 

୍࣭色ᑠ学校宮中学校ࠊࡣバࢫࢭࢡࡢࢫ等ࢆ考えࡿ交通ンࡀࣛࣇ

整࡚ࡗいࠋࡿ 

 

 

㸦㸯㸧ᑠ中一貫教育を進ࡿࡵ学校ࡢ組合せ 

 

本計⏬ࠊࡣ今ᚋࡢ児童࣭生ᚐ数ࡢ推移ࡾࡼ計⏬期間中࠾い࡚ࠊࡶ計⏬ࡢ

見直ࡀࡋ必要ࡿࢀࡉ場合࠾い࡚ࠊࡣ㏿や計⏬ෆ容ࡢ変更ࢆ行うࡇ

 ࠋࡍࡲࡋ

௧和㸲(2022)ᖺ 4 ᭶ 

(㸳校) 

௧和㸶(2026)ᖺ㸲᭶ 

㸦㸲施設㸳校㸧 

௧和 12(2030)ᖺ㸲᭶ 

(㸰施設㸲校㸧 

୍色ᑠ学校 
୍色࣭宮西ᑠ中学校 

୍色࣭山西࣭宮西ᑠ中学校 宮西中学校 

山西ᑠ学校 山西ᑠ学校 

宮ᑠ学校 宮ᑠ学校 
宮ᑠ中学校 

宮中学校 宮中学校 
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人数 宮ᑠ 宮中 山西ᑠ ୍色ᑠ 宮西中 

௧和㸵(2025)ᖺ 455 人 289 人 314 人 235 人 274 人 

௧和 12(2030)ᖺ 381 人 220 人 270 人 198 人 267 人 

 

学級数 宮ᑠ 宮中 山西ᑠ ୍色ᑠ 宮西中 

௧和㸵(2025)ᖺ 12 学級 8 学級 12 学級 6 学級 8 学級 

௧和 12(2030)ᖺ 12 学級 6 学級 9 学級 6 学級 8 学級 
児童数ࡣ௧和㸰ᖺࠊ生ᚐ数ࡣ௧和 7 ᖺ࡛ࡲఫ民票࣮ࢹタࡽ推測 

 タ引用࣮ࢹࡢ国立社会保㞀࣭人口問題研究所ࡣ௨降ࢀࡑ

 

 

ࠊᑠ学校㸱校ࡢ現状ࠊࡣ࡛ࡲ௧和㸵(2025)ᖺ度ࡽ௧和㸰(2020)ᖺ度ࠊࡎࡲ

中学校㸰校体制ࢆ維持ࠊࡘࡘࡋ௧和㸴(2024)ᖺ度୍ࡽ色ᑠ学校࡛中学生ཷࢆ

ࡲ行いࢆ改修等ࡢ黒板࣭体育館等࣭ࣞࢺࠊࡋ開始ࢆ工うࡼࡿࢀࡽࢀ入ࡅ

 ࠋࡍ

 

୍色ᑠ学校ࡢ改修工ࢆ終えࡓ௧和㸶(2026)ᖺ㸲᭶ࠊ先行࡚ࡋ宮西中学

校୍ࢆ色ᑠ学校統合୍ࠊࡋ色ᑠ学校ࡢ場所୍体型ᑠ中୍貫教育校ࡾࡃࡘࢆ

ࡲࡋࡇࡿࡍ進学宮西中学校ࡣ生ᚐࡢ丘地区ࡀ⥳色୍࣭ࠊ㝿ࡢࡇࠋࡍࡲ

 ࠋࡍࡲࡾ࡞ࡘ㸲ࡀ学校施設数ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡢࡇࠋࡍ

 

ศ㞳型ᑠ中ࢫベ࣮ࢆ中学校区ࠊࡵࡓࡿࡵ進ࢆᑠ中୍貫教育ࠊࡋ並行ࢀࡑ

୍貫校ࢆ㸰ࠊࡾࡲࡘࠋࡍࡲࡋࣉ࣮ࣝࢢ山西ᑠ学校ࠊࡣ施設ࡣศ㞳࡚ࡋいࡶࡿ

 ࠋࡍࡲࡾ࡞ࡇࡿࡍ実施ࢆᑠ中୍貫教育ࡢ宮西中学校ࠊࡢࡢ

 

 ࠋࡍࡲࡵ始ࢆᑠ中୍貫教育ࡢ宮中学校ࡣ宮ᑠ学校ࠊࡓࡲ

 

௧和 10(2028)ᖺ度ࡽ宮中学校࡛ᑠ学生ࡅཷࢆ入ࡼࡿࢀࡽࢀう工ࢆ

開始࣭ࣞࢺࠊࡋ黒板࣭体育館等ࡢ改修等ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 

宮中学校ࡢ改修工ࢆ終えࡓ௧和 12(2030)ᖺ㸲᭶ࠊ山西ᑠ学校୍ࢆ色ᑠ

学校統合ࠊࡶࡿࡍ宮ᑠ学校ࢆ宮中学校統合ࠊ࡛ࡇࡿࡍ学校施

設数ࢆ施設୍体型ᑠ中୍貫校㸰ࡿࡍࡘ計⏬࡛ࠋࡍ 
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㸦㸰㸧通学区域 

国࡛ࠊࡣ公立ᑠ࣭中学校ࡢ通学範ᅖࡘい࡚ࠊᑠ学校࡛ࡡࡴ࠾࠾㸲km ௨

ෆࠊ中学校࡛ࡡࡴ࠾࠾㸴km 国庫ࡢ施設費ࡢ公立ᑠ࣭中学校ࠊࢆいう基準

㈇担対象ࡿ࡞学校統合ࡢ条件࡚ࡋ定࡚ࡵいࠋࡍࡲ実㝿ࡣ直線距㞳࡛

半ࡢグ基準ୖࠊࡣ࡛ࡇࡇࠊࡀࡍࡲࡾあࡀ必要ࡿࡍ検証通学路毎ࠊࡃ࡞ࡣ

ศ㸦ᑠ学校㸰kmࠊ中学校㸱km㸧ࡢ直線距㞳ࡘい࡚ࠊ学校種毎ᅗ示ࡲࡋ

ྲྀࡢࢫバࣛンࡡࡴ࠾࠾ࡣい࡚ࡘᑠ学校ࡢ宮⏫立ࠊࡤࢀࡼࢀࡇࠋࡓࡋ

ࡀ通学範ᅖࡢ山西ᑠ学校通学範ᅖࡢ宮ᑠ学校ࠊࡢࡢࡶࡿ配置࡛あࡓࢀ

ࡀࡇい㸧࡞ࡣ࡛ࡾ限ࡢࡇࡵࡓࡿあࡀ吾妻山ࠊࡣ㸦実㝿ࡿࡍ重複ࡰ

わ୍ࠋࡍࡲࡾ方࡛ࠊ中学校ࡘい࡚ࡢ⏫ࡣ東西偏在࡚ࡋいࠊࡇࡿ

側ࢆカバ࣮࡛࡚ࡁい࡞いࡓࡲࠊࡇ通学範ᅖ࡛ࡅࡔ考えࡓ場合ࠊࡣ⏫

ෆ㸯校ࢆ適ṇ置配置࡛ࡇࡿࡍ前述ࡢ条件ࢆ満ࡀࡇࡍࡓศࠋࡍࡲࡾ 

 

 

 

㸦㸱㸧学区 

ᑠ学校ࠊࡣ௧和 12(2030)ᖺ㸲᭶୍色ᑠ学校ࡢ置山西ᑠ学校ࠊࡀ宮

中学校ࡢ置宮ᑠ学校ࡀ移ࡿ計⏬࡛いࡢࡑࠋࡍࡲ㝿ࠊ川匂地区や茶屋地

区等ࡢᑠ学生ࠊࡣ国ࡢ通学範ᅖࡢ基準ࡣ収࡚ࡗࡲいࠊࡢࡢࡶࡿ学区再⦅や

通学手段ࡢ変更等ࡢ対策ࢆ検討ࠋࡍࡲࡋ 

一 色

 宮
山 西

宮西  宮

学校給食



 

 

 
中 

୍色 

山西 

西中 

ᑠ 

中 

ᑠ 

山西 

୍色 

西中 
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࠙௧和 11(2029)ᖺࡢ࡛ࡲᑠ学校区ࠚ  ࠙௧和 12(2030)ᖺࡢࡽᑠ学校区ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙௧和㸵(2025)ᖺࡢ࡛ࡲ中学校区ࠚ  ࠙௧和㸶(2026)ᖺࡢࡽ中学校区ࠚ 

 

 

㸦㸲㸧通学ࡢたࡢࡵ対応 

ձ 学校ࡢ再配置当ࠊࡣ࡚ࡗࡓᚑ来ࡢ通学区域ࢆ基本࡚ࡋ考えࠊࡀࡍࡲ

弾力的࡞通学区域ࡢ設定ࠊࡶࡿࡍࢆ通学区域ࡢ見直ࡘࡋい࡚ࡶ

検討ࠋࡍࡲࡋ 

 

  ղ 学校統合ࡿࡼ通学区域ࡢᣑ大ࠊࡾࡼ子ࠊࡣ࡚ࡗࡼࡕࡓࡶ௨前

通学ࠊ通学方法࡞安全ࡾࡼࠊࡀࡍࡲࡾあࡀࡇࡿ࡞ࡃ長ࡀ通学距㞳ࡾࡼ

経路ࡢ確保向ࠊࡅ十ศ配慮ࠋࡍࡲࡋࡇࡿࡍ 
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  ճ 統廃合ࡢ㝿ࡌྠࠊ児童࣭生ᚐࡀ統廃合ࢆ繰ࡾ返࡚ࡋ経験࡞ࡢࡇࡿࡍ

いࡼう配慮ࠋࡍࡲࡋࡇࡿࡍ 

 

  մ 統廃合ᚋࡢ交関ಀや通学距㞳ࢆ࡞考慮ࡓࡋ特例ࢆ設ࠊࡅ指定校変

更ࡢ承認ࠊ࡞ࡿࡍࢆ学校指定関ࡿࡍ弾力的࡞運用ࢆ検討ࠋࡍࡲࡋ 

 

  յ 特ู支援学級ࡘい࡚ࠊࡣ統合学校引ࡁ⥆ࡁ設置ࠊࡶࡿࡍ施

設面ࡶ含ࡓࡵ教育環境࠾い࡚ࡶ十ศ配慮ࠋࡍࡲࡋࡇࡿࡍ 

 

  ն 統合ᚋࡢ学校࡛滑学校生活ࢫࡀタ࣮ࡼࡿࡁ࡛ࢺうࠊ統合対象校

 ࠋࡍࡲࡵດ࡞教員配置࡞的⥆⥅ࡢࡽ
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10 財政計⏬ 

㸦㸯㸧必要さࡿࢀ学校整備 

 ⏫ෆࡢᑠ࣭中学校ࡢ校舎等ࡢ半数௨ୖࠊࡣ昭和 40(1965)ᖺ௦௨前建࡚ࢀࡽ

現在ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡁい࡚ࡗ࡞必要ࡀ改修等ࡢ老朽対策ࠊ近い将来ࠊࡾ࠾࡚

昭和ࡓࢀࡉ建築ࡃ多ࡀ校舎ࡢ 40～50 ᖺ௦ࠊࡣ児童࣭生ᚐࡢ急増伴いࠊ量的整

備ࡢ側面ࡀ強いࠊࡀࡓࡋ࡛ࡢࡶ現在࡛ࡣ様々࡞教育課題ࢆ踏ࡲえࡓ質ࡢ高い教

育ྍࢆ能ࡿࡍ環境整備ࡀ求ࠋࡍࡲࢀࡽࡵ特ࠊ宮⏫୍࡛ࠊࡣ体型ᑠ中୍貫

教育校ࡢࡵࡓࡢ必要ࡢࡑࠋࡍࡲࡾ࡞ࠊࡶ௨ୗࡼࡢう࡞項留意ࡋ整備

 ࠋࡍࡲࡾあࡀ必要ࡿ整えࢆ

 

 ○ICT 環境ࡢ整備 

 ࡾࡃ環境࡙ࡓࡋ対応教育ࣈࢩ࣮ࣝࢡン○ 

 ○教育相談ࡢ充実 

 ○職員室ࡢ࡞管理諸室ࡢ機能的࡞配置 

 ○各室ࡢ避㞴所機能 

  

 

㸦㸰㸧必要経費 

ᖹ成 25(2013)ᖺ策定ࠕࡓࢀࡉ宮⏫公共施設再配置関ࡿࡍ基本方針࡛ࠖ

ࡼࡢ௨ୗࡃ基࡙ࢀࡑࠋࡍࡲい࡚ࡋ設定ࢆ更新༢価ࡢい࡚ࡘ教育施設ࠊࡣ

うࠊ必要経費ࢆ見積ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡶ 

大規模改修 更新費用䠄千円／㎡䠅 

ᑠ䞉中学校 延䜉床面積䠄㎡䠅 
大規模 

改修 
計 

宮ᑠ学校 7,223 

170 

1,227,910 

一色ᑠ学校 5,518 938,060 

山西ᑠ学校 6,180 1,050,600 

宮中学校 7,428 1,262,760 

宮西中学校 7,114 1,209,380 

計 33,463  5,688,710 
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ࡀࡇいࡁ大ࡶ㈇担࡞㈈政的ࠊࡣࡿࡍ維持ࢆ学校施設ࡢ㸳校ࠊうࡼࡢࡇ

予想୍ࠋࡍࡲࢀࡉ方࡛ࡢࡇࠊ༢価基࡙い୍࡚ࠊ色ᑠ学校宮中学校ࢆ施設

୍体型ᑠ中୍貫教育校ࡢ施設ࡿࡍ大規模改修ࢆ行うࡓࡋ場合ࠊ必要経費ࡣ

௨ୗࡼࡢう࡞想定ࠊࡾ࡞㸳校体制ࢆ維持ࡇࡿࡍ比較ࠊࡿࡍ大幅経費

 ࠋࡍࡲࢀࡲ見込ࡀ削減ࢆ

 

 

㸦㸱㸧財源 

各種補ຓ金ࡘい࡚研究࡚ࡋいࠋࡍࡲࡁ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  更新費用䠄千円／㎡䠅 

ᑠ䞉中学校 延䜉床面積䠄㎡䠅 
大規模 

改修 
計 

一貫校䐟 5,518 

170 

938,060 

一貫校䐠 7,428 1,262,760 

計 12,946   2,200,820 

５校体制を⥅⥆䛩䜛こ䛸䛻比䜉 3,487,890 千円安価䛸䛺䜛 
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   宮⏫コミュニテ࣭スク࣮ル運営ಁ進業補助金交付要綱 

 

 㸦趣旨㸧 

第㸯条 ⏫長ࠊࡣ学校地域住人等ࡀ協力࡚ࡋ学校ࡢ運営ࡾྲྀ組ࡀࡇࡴ可能   

࣭コミュニテࠕた学校㸦以下ࡋ学校運営協議会制度をᑟ入ࡿ࡞ スク࣮ル 㸧ࠋいうࠖ

宮⏫補助金交付規則㸦ᖹ成ࠊࡋ対 30 ᖺ宮⏫規則第㸱号ࠋ以下ࠕ規則ࠖい

うࠋ㸧規定ࡢࡢࡶࡿࡍほࠊ予算ࡢ範ᅖෆ࠾い࡚補助金を交付ࡇࡿࡍ関ࡋ

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ要綱を定ࡢࡇࠊ࡚

 㸦補助対象経費等㸧 

第㸰条 コミュニテ࣭スク࣮ルࡢ運営対࡚ࡋ交付ࡿࡍ補助金ࡢ補助対象経費等ࠊࡣ

次ࡢ各号掲ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡆ 

㸦㸯㸧 学校運営協議会関ࡿࡍ経費 

㸦㸰㸧 地域ࡢ協働ࡿࡼ学校࡙くࡾ業関ࡿࡍ経費 

㸦㸱㸧 児童࣭生徒ࡢ体験活動関ࡿࡍ経費 

㸦㸲㸧 学習協力者講師対ࡿࡍ謝礼 

㸦㸳㸧 体育࣭文化活動指ᑟ員対ࡿࡍ謝礼 

㸦㸴㸧 学校ᅗ書館ボランテ対ࡿࡍ謝礼 

㸦㸵㸧 そࡢ他協力者対ࡿࡍ謝礼 

㸦交付基準㸧 

第㸱条 補助金ࡢ算定方法ࠊࡣ別表ࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ 

㸦申請手続等㸧 

第㸲条 補助金ࡢ交付をཷࡼࡅうࡿࡍ者ࠊࡣ毎ᖺ㸴月㸯日ま࡛規則第㸲条規定

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋをࡁ手続ࡿಀ交付申請ࡿࡍ

㸰 規則第㸲条規定ࡿࡍ業計⏬書併せ࡚ࠊ次ࡢ各号掲ࡿࡆ書類を交付申請書

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ添付

 㸦㸯㸧 学習協力者派遣業実施計⏬書㸦第㸯号様式㸧 

 㸦㸰㸧 体育࣭文化活動指ᑟ員ࡢ派遣業実施計⏬書㸦第㸰号様式㸧 

㸱 ⏫長ࠊࡣ㏿や規則第㸳条第㸯項ࡢ規定基࡙く決定をྠࠊࡋ条第㸰項規定

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ通知書を通知ࡿࡍ

 㸦交付時期㸧 

第㸳条 ࡢࡇ補助金ࠊࡣ⏫長ࡀ交付決定ࡋた日ࡽ 30日以ෆ交付ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

 㸦実績報告㸧 

第㸴条 補助金ࡢ交付をཷࡅた者ࠊࡣ⏫長対࡚ࡋ業完了後㏿や規則第 12 条

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ実績報告をࡿࡍ規定

資料 No. 㸯 



��

�

㸰 規則第 12 条規定ࡿࡍ業実施報告書併せ࡚ࠊ次ࡢ各号掲ࡿࡆ書類を実績

報告書添付࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

 㸦㸯㸧 学習協力者派遣業実施報告書㸦第㸱号様式㸧 

 㸦㸰㸧 体育࣭文化活動指ᑟ員ࡢ派遣業実施報告書㸦第㸲号様式㸧 

㸦そࡢ他㸧 

第㸵条 ࡢࡇ要綱定ࡢࡢࡶࡿࡵほࠊ補助金ࡢ交付関ࡋ必要࡞項ࠊࡣ⏫長ࡀ別

 ࠋࡿࡵ定

 

   附 則 

 㸦施行期日㸧 

㸯 ࡢࡇ要綱ࠊࡣ公表ࡢ日ࡽ施行ࠋࡿࡍ 

 㸦宮⏫特色あࡿ学校教育プラン推進業補助金交付要綱ࡢ廃止㸧 

㸰 宮⏫特色あࡿ学校教育プラン推進業補助金交付要綱㸦ᖹ成 30 ᖺ宮⏫教育  

 委員会告示第㸶号㸧ࠊࡣ廃止ࠋࡿࡍ 

 

別表 

補助対象 補助金額 備考 

ձ�学校運営協議会関ࡍ

 経費ࡿ

㸯校あたࡾ 40,000   

ղ�地域ࡢ協働ࡿࡼ学

校࡙くࡾ業 

㸯校あたࡾ 25,000   

ճ�児童࣭生徒ࡢ体験活動 㸯校あたࡾ 60,000 児童࣭

生徒数応ࡌた額を加えた額 

㸳月㸯日時点ࡢ児

童࣭生徒数×50  

մ�学習協力者講師対ࡍ

 謝礼ࡿ

㸯単位時間あたࡾ 900  㸯校あたࡾ 60 時間

ま࡛ 

յ�体育࣭ 文化活動指ᑟ員

対ࡿࡍ謝礼 

ᑠ学校  㸯ྡあた30,000ࡾ 

中学校  㸯ྡあた50,000ࡾ 

ᑠ学校 㸱ྡま࡛ 

中学校 㸳ྡま࡛ 

ն�学校ᅗ書館ボランテ

 謝礼

㸯校あたࡾ 16,000   

շ�そࡢ他協力者対ࡿࡍ

謝礼 

㸯ྡあたࡾ 10,000  ふࢀあい農園整備協

力者対ࡿࡍ謝礼 
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第㸯号様式㸦第㸲条関ಀ㸧 

 

 

 

   

 

 学習協力者派遣業実施計⏬書 

�

  

 

 

 

 

 

 

回 実施ᖺ月日 教科࣭領域等 活用ࡢ単位時間数 活用ෆ容 学習協力者氏ྡ 
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第㸰号様式㸦第㸲条関ಀ㸧 

 

 

 

 

  

 

体育࣭文化活動指ᑟ員ࡢ派遣業実施計⏬書 

 

活  動  ྡ 
 

 

担 当 教 員 ྡ 
 

 

指ᑟ協力者氏ྡ 
 

 

ᖺ間活用計⏬ 

 

活 用 総 回 数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



��

�

第㸱号様式㸦第㸴条関ಀ㸧 

 

  

 

 学習協力者派遣業実施報告書 

�

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 実施ᖺ月日 教科࣭領域等 活用ࡢ単位時間数 活用ෆ容 学習協力者氏ྡ 
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第㸲号様式㸦第㸴条関ಀ㸧 

 

 

 

  

体育࣭文化活動指ᑟ員ࡢ派遣業実施報告書 

 

活  動  ྡ 
 

 

担 当 教 員 ྡ 
 

 

 指ᑟ協力者氏ྡ  

ᖺ間活用ෆ容 

 

及び 

 

活用ᖺ月日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活 用 総 回 数 
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宮町生徒・進路指導補助金交付要綱 

 

㸦趣旨㸧 

第㸯条 町長ࠊࡣ町立中学校㸦以下ࠕ学校ࠖいうࠋ㸧ࡢ生徒・進路指導要ࡿࡍ

経費対ࠊࡋ宮町補助金交付規則㸦ᖹ成 30 ᖺ宮町規則第㸱号ࠋ以下ࠕ規則ࠖ

ࡇࡿࡍい࡚補助金を交付࠾範囲ෆࡢ予算ࠊほࡢࡢࡶࡿࡍ規定㸧ࠋいう

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ要綱を定ࡢࡇࠊ࡚ࡋ関

㸦補助対象業㸧 

第㸰条 補助ࡢ対象ࠊࡣ生徒・進路指導関ࡿࡍ業ࠋࡿࡍ 

㸦交付金額㸧 

第㸱条 交付金額ࠊࡣ次掲ࡿࡆ額ࠋࡿࡍ  

 㸦㸯㸧 学校㸯校あたࡾ 100,000  

 㸦㸰㸧 補助金交付当該ᖺ度ࡢ㸳月㸯日時点ࡢ生徒数 240 を乗ࡌた額 

㸦申請手続等㸧 

第㸲条 補助金ࡢ交付を受ࡼࡅうࡿࡍ者ࠊࡣ毎ᖺ㸴月㸯日ま࡛規則第㸲条

規定ࡿࡍ交付申請係ࡿ手続ࡁを࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

㸰 町長ࠊࡣ㏿や規則第㸳条第㸯項ࡢ規定基࡙く決定をࠊࡋ同条第㸰項規

定ࡿࡍ通知書を通知࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

㸱 補助金ࡢ交付を受ࡅた者ࠊࡣ町長対࡚ࡋ業完了後㏿や規則第 12 条

規定ࡿࡍ実績報告を࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

㸦交付時期㸧 

第㸳条 ࡢࡇ補助金ࠊࡣ町長ࡀ交付決定ࡋた日ࡽ 30 日以ෆ交付ࡍࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡿ

㸦そࡢ他㸧 

第㸴条 ࡢࡇ要綱定ࡢࡢࡶࡿࡵほࠊ補助金ࡢ交付関ࡋ必要࡞項ࠊࡣ町長ࡀ

別定ࠋࡿࡵ 

 

附 則 

 ࠋࡿࡍ施行ࡽ日ࡢ公表ࠊࡣ要綱ࡢࡇ
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(様式１－１)

㸦宮町㸧教育委員会・教育務所

㸳ࠉ月ࠉ㸯ࠉ日ࠉࡢࠉ児ࠉ童ࠉ㸦ࠉ生ࠉ徒ࠉ㸧ࠉ数 㸳ࠉ月ࠉ㸯ࠉ日ࠉࡢࠉ実ࠉ学ࠉ級ࠉ数

㸯年 㸰年 㸱年 㸲年 㸳年 㸴年 通常学級計
特別支援
学級計

合ࠉࠉ計 㸯年 㸰年 㸱年 㸲年 㸳年 㸴年
通常
学級計

特別支援
学級計

合計

1 宮町立宮小学校 㸿 Ｚ 110 102 107 121 89 91 620 26 646 4 3 3 4 3 3 20 6 26

㹀 1 1 2 6 1 11 11 2

㹁 1 2 3 3 1

F 1 1 1 1

Ｈ 2 3 2 2 1 10 10 2

L 1 1 1

2 宮町立一色小学校 㸿 Ｚ 26 19 29 28 32 54 188 10 198 1 1 1 1 1 2 7 3 10

㹀 1 1 2 2 1

㹁 1 1 1 1

Ｈ 2 2 3 7 7 1

3 宮町立山西小学校 㸿 Ｚ 48 49 57 58 69 68 349 9 358 2 2 2 2 2 2 12 3 15

㹀 2 1 1 4 4 1

㹂ࠉ 1 1 1 1

Ｈ 1 2 1 4 4 1

区分別計 㸿 Ｚ 184 170 193 207 190 213 1,157 44 1,201 7 6 6 7 6 7 39 12 51

㹀 1 2 2 2 8 2 17 4

㹁 1 0 0 0 2 1 4 2

㹂ࠉ 0 0 0 1 0 0 1 1

F 0 1 0 0 0 0 1 1

Ｈ 3 2 7 5 3 1 21 4

L 0 0 0 0 1 0

189 175 202 215 203 217 1,201 1,201 7 6 6 7 6 7 39 12 51
㸯ࠉ新設校ࠊࡣ番号ࡢ下段にࠉ新ࠉ記入し࡚くࡔさいࠋ
㸰ࠉ本校分校ࡣ別々に通し番号ࢆ付しࠊ分校ࡣ〇印࡛番号ࢆ囲࡛ࢇくࡔさいࠋ
㸱ࠉ特別支援学級及び長欠者数ࠊࡣ通常学級ࡢ下ࡢ欄ࢆ使っ࡚記入し࡚くࡔさいࠋ
㸲ࠉ長欠者ࠊࡣ通常学級特別支援学級ࢆ合わせࡓ数ࢆ記入し࡚くࡔさいࠋ学級数ࡢ記入ࡣ不要࡛すࠋ
㸳ࠉ市区町村ࡢ学級区分毎にࠊ集計行ࢆ記入し࡚くࡔさいࠋ

令和1年５月１日現在の児童・生徒数及び学級数等調書

学ࠉ校ࠉ名
学
級

給
食

番
号

資料No. 㸰
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(様式１－１)

㸦宮町㸧教育委員会・教育務所

㸳ࠉ月ࠉ㸯ࠉ日ࠉࡢࠉ児ࠉ童ࠉ㸦ࠉ生ࠉ徒ࠉ㸧ࠉ数 㸳ࠉ月ࠉ㸯ࠉ日ࠉࡢࠉ実ࠉ学ࠉ級ࠉ数

㸯年 㸰年 㸱年 㸲年 㸳年 㸴年 通常学級計
特別支援
学級計

合ࠉࠉ計 㸯年 㸰年 㸱年 㸲年 㸳年 㸴年
通常
学級計

特別支援
学級計

合計

1 宮町立宮中学校
㸿 Ｚ

121 107 114 342 8 350 4 3 3 10 3 13

㹀
2 1 3 3 1

㹁
1 1 1 1

Ｈ
3 1 4 4 1

2 宮町立宮西中学校 㸿 Ｚ 80 102 90 272 2 274 3 3 3 9 2 11

㹀 1 1 1 1

Ｈ 1 1 1 1

区分別計
㸿
Ｚ 201 209 204 614 10 624 7 6 6 19 5 24

㹀
2 0 2 4 2

㹁
0 1 0 1 1

Ｈ
3 0 2 5 2

206 210 208 624 624 7 6 6 19 24
㸯ࠉ新設校ࠊࡣ番号ࡢ下段にࠉ新ࠉ記入し࡚くࡔさいࠋ
㸰ࠉ本校分校ࡣ別々に通し番号ࢆ付しࠊ分校ࡣ〇印࡛番号ࢆ囲࡛ࢇくࡔさいࠋ
㸱ࠉ特別支援学級及び長欠者数ࠊࡣ通常学級ࡢ下ࡢ欄ࢆ使っ࡚記入し࡚くࡔさいࠋ
㸲ࠉ長欠者ࠊࡣ通常学級特別支援学級ࢆ合わせࡓ数ࢆ記入し࡚くࡔさいࠋ学級数ࡢ記入ࡣ不要࡛すࠋ
㸳ࠉ市区町村ࡢ学級区分毎にࠊ集計行ࢆ記入し࡚くࡔさいࠋ

令和1年５月１日現在の児童・生徒数及び学級数等調書

学ࠉ校ࠉ名
学
級

給
食

番
号



宮町生涯学習センター㸦ࣛデン㸧20周年記念業㸦案㸧 

 ーࣝを活用した文化振興業࠘࣍ࠗ

 

㸯．業趣旨 

ࣛデン開館 20周年を記念しࠊ宮町ࡢ文化ࡢ向上及び普及をᅗࠊࡾ町民ࡀ多様࡞

文化触ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࢀ環境を醸成すࡿたࠊࡵ団体ࡀ実施すࣛࡿデン࣍ーࣝを活

用した文化業支援をすࠋࡿ 

㸰．開催会場 

  宮町生涯学習センター ࣍ーࣝ 

㸱．開催日 

  ௧和 2年㸦2020年㸧10᭶～12᭶㸦期間中 3公演㸧 

㸲．募集方法 

広報紙 7᭶号㸦6᭶ 25日発行㸧ࠊ町࣍ーム࣌ーࠊࢪ町ࣇェࣈࢫック࡞ 

㸳．募集団体数 

  3団体㸦申込多数ࡢ場合ࠊࡣ社会教育委員ࡢ意見を考慮した上࡛選考し決定すࡿ㸧 

㸴．支援内容 

  㸦1㸧開催日㸦本番㸧࣍ࠕࡿࡅ࠾ーࣝ 使用料を無料㸦減免㸧ࡢ࡞付帯設備等ࠖࠕࠖ

すࡿ 

  㸦2㸧本番ࣜࠊハーサࣝࠊゲネࣉロ࣍ࠕࡢーࣝࠖࡢ࡞使用先行予約をすࡁ࡛ࡀࡇࡿ

 ࡿすࡢࡶࡿ

㸵．対象団体 

  㸦1㸧活動対すࡿ会計経理ࡀ明確࡛あࡇࡿ 

  㸦2㸧業を完遂࡛ࡿࡁ見込みࡀ確実࡛あࡇࡿ 

  㸦3㸧宮町内活動拠点を᭷しࠊつࠊ所在地及び௦表者ࡀ明࡛ࡽあࡇࡿ 

㸶．対象業 

  㸦1㸧音楽ࠊ演劇ࠊ舞踊ࡢほࠊ伝統芸能ࠊ࡛࡞町民ࡢ文化ࡢ向上寄与す࡛ࡢࡶࡿ

あࡇࡿ 

  㸦2㸧特定ࡢ会員等を対象し࡞い一般公開ࠊ࡛ࡢࡶࡢ全町的範ᅖを対象し࡚いࡇࡿ

 

  㸦3㸧業名ࣛ࡞デン開館 20周年記念ࡢ冠を付すࡇ 

  㸦3㸧次掲ࡿࡆ項該当し࡚い࡞い業 

ࡇࡿ反対すࡽࢀࡇࠊࡣ業又ࡿ選挙活動を推進すࠊ政治活動ࠊ宗教活動      

を目的すࡿ業 

 業ࡿあࡢࢀそ࠾ࡢそࠊࡣ業又ࡿ反す業及び公序良俗ࡢ営利目的      

㸷．募集期間 

௧和元年㸦2019年㸧7᭶ 1日㸦᭶㸧～8᭶ 31日㸦土㸧 

資料 No. 㸱 





令和元年度㸴月教育委員会議定例会予定 

 

 

㸯 日 時  令和元年㸴月㸰㸯日㸦金㸧㸷時㸱㸮分から 

㸰 場 所  宮町町民センター 㸰Ａクラブ室 

㸱 付議項 

㸲 報告･協議項 

 

 

㸦定例会終了後㸧学校給食試食㸦給食費を当日徴収させていࡔࡓきますࠋ㸧 

午後 学校訪問 

 

 

※ 出席を要する主な行 

㸳月㸰㸳日㸦土㸧  㸶時㸲㸮分 宮中学校汐鳴祭㸦体育の部㸧 

㸳月㸱㸯日㸦金㸧        関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会㸦山梨県㸧 

㸴月 㸶日㸦土㸧  㸷時㸮㸮分 宮小学校運動会ࠊ一色小学校運動会 

㸴月㸰㸯日㸦金㸧  㸷時㸱㸮分 教育委員会議定例会㸦㸰Ａクラブ室㸧 

           午後   学校訪問 

           

 

 


